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【
要
約
】
　
近
年
の
ア
メ
リ
カ
労
働
民
衆
史
研
究
の
成
果
は
、
第
一
次
大
戦
期
か
ら
休
戦
間
も
な
い
時
期
の
労
働
運
動
に
お
い
て
都
市
単
位
の
草
の
内
的
組

織
や
産
業
別
組
合
が
発
展
し
、
従
来
の
職
能
別
組
合
主
義
の
枠
を
超
え
た
展
開
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
運
動
か
ら
生

成
し
た
労
働
者
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
、
こ
れ
を
肯
定
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
も
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
評
価
に
留
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
政
治
史
や
思
想
史
の
分
野
の
研
究
で
は
、
政
治
的
労
働
運
動
が
、
こ
の
時
期
の
よ
り
広
範
な
社
会
改
革
運
動
に
指
導
的
地
位
を
占

め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
議
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
、
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
て
本
稿
で
は
、
一
九
一
八
年
末
か
ら
一
九
二
三
年
に
か
け
て
活

動
し
た
合
衆
国
労
働
党
を
素
材
に
、
こ
の
時
期
の
労
働
者
の
政
治
活
動
が
も
っ
た
意
義
を
検
証
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
①
シ
カ
ゴ
を
事
例
と
し
、
ロ
ー

カ
ル
な
労
働
組
合
運
動
の
中
か
ら
労
働
党
が
生
成
し
、
独
自
の
政
治
活
動
を
展
開
す
る
さ
ま
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
②
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
影
響
に
留

意
し
な
が
ら
、
労
働
党
を
中
核
に
リ
ベ
ラ
ル
な
全
国
労
組
指
導
老
や
知
識
人
、
さ
ら
に
は
、
農
民
層
を
も
ま
き
こ
ん
で
展
開
し
た
よ
り
広
範
な
社
会
改
革

運
動
の
性
格
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
。
か
か
る
考
察
を
と
お
し
て
労
働
党
が
合
衆
国
の
労
働
運
動
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
歴
史
の
中
で
担
っ
た
役
割
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
O
巻
一
号
　
一
九
九
七
年
一
月

序

二
次
面
繋
期
か
ら
戦
争
覆
の
時
期
合
衆
国
の
直
垂
は
、
・
れ
ま
で
に
な
在
会
報
を
希
求
k
か
つ
野
心
的
で
あ
・
た
・
そ
㈲

の
背
景
に
は
、
国
内
外
に
お
け
る
民
主
化
の
機
運
の
盛
り
上
が
り
と
、
労
働
運
動
の
急
速
な
伸
長
が
あ
っ
た
。
戦
時
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
国
　
7
5



民
動
員
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
に
、
産
業
構
造
か
ら
国
際
関
係
に
至
る
社
会
全
体
の
民
主
化
を
約
束
し
た
こ
と
、
ま
た
、
同
じ
時
期
に
ロ
シ
ア

で
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
革
命
が
進
行
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
労
働
党
が
大
躍
進
を
遂
げ
た
こ
と
は
、
労
働
者
の
変
革
へ
の
願
望
を
強
く
刺
激
し
た
。
そ

し
て
、
戦
時
労
働
政
策
に
お
い
て
、
初
め
て
連
邦
権
力
に
よ
る
包
括
的
な
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
の
保
障
を
獲
得
し
た
労
働
運
動
は
、
参
戦
時

の
一
九
一
七
年
に
約
三
〇
六
万
人
で
あ
っ
た
組
合
加
入
者
数
を
一
九
二
〇
年
ま
で
に
約
五
〇
五
万
人
に
伸
ば
し
て
い
る
。
労
働
者
は
、
自
ら
が

い
わ
ぱ
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
存
在
と
な
っ
た
と
自
覚
し
、
戦
後
再
建
の
主
要
な
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
合
同
被
服
労
組
（
〉
ヨ
9
マ

σq

｣
三
盛
①
α
Ω
。
夢
貯
㈹
芝
。
萬
Φ
邑
委
員
長
の
S
・
ヒ
ル
マ
ソ
（
ω
置
霞
目
国
田
ヨ
碧
）
億
、
そ
の
当
時
、
広
範
な
労
働
者
層
が
共
有
し
て
い
た
あ
る

種
の
熱
情
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
「
世
界
は
、
新
し
い
社
会
段
階
の
真
っ
只
中
に
あ
る
」
、
「
出
目
労
働
者
が
全
世
界
で
求
め

て
い
る
の
は
、
賃
上
げ
や
時
短
と
い
っ
た
わ
ず
か
な
物
質
的
な
も
の
で
は
な
く
産
業
行
為
に
お
け
る
発
言
力
で
あ
る
」
、
「
メ
シ
ア
が
到
来
し
よ

う
と
し
て
い
る
…
…
（
戦
後
社
会
は
）
労
働
者
が
支
配
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
世
界
は
解
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
。
だ
が
、
休
戦
後
、
連
邦

政
府
と
産
業
界
は
、
労
働
者
の
期
待
を
裏
切
っ
て
反
動
化
し
、
労
働
運
動
の
戦
時
の
既
得
権
益
は
、
そ
の
多
く
が
喪
失
の
危
機
に
立
た
さ
れ
る
。

既
存
の
政
治
・
経
済
秩
序
へ
の
失
望
が
広
が
り
、
折
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
激
化
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
労
働
者
は
著
し
く
戦
闘
性
を
強
め
た
。
一
九

一
九
年
は
稀
に
見
る
労
資
紛
争
の
年
と
な
っ
た
。
こ
の
一
年
間
だ
け
で
争
議
件
数
は
三
六
三
〇
件
に
達
し
、
非
農
業
従
事
者
の
七
人
に
一
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

割
合
に
あ
た
る
四
一
六
万
人
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
遅
し
た
。

　
結
果
的
に
、
労
働
者
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
の
闘
争
に
敗
北
し
、
政
治
的
保
守
主
義
と
文
化
的
不
寛
容
が
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
基

調
を
成
す
に
至
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
未
曾
有
の
規
模
で
展
開
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
労
働
運
動
は
、
合
衆
国
史
上

画
期
的
な
諸
要
素
を
内
包
し
て
い
た
。
な
か
で
も
、
①
地
域
の
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
都
市
中
央
労
働
評
議
会
（
。
津
騰

8
鵠
貯
巴
げ
げ
。
同
8
週
置
ε
な
ど
の
ロ
レ
カ
ル
な
職
能
横
断
的
労
働
者
組
織
が
、
し
ば
し
ば
争
議
へ
の
大
衆
動
員
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
、
②
そ
う
し
た
草
の
根
的
運
動
と
多
く
の
場
合
密
接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
、
鉄
鋼
産
業
や
鉄
道
修
理
産
業
、
被
服
産
業
等
、
で
産
業
捌
の
組

合
組
織
化
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
③
こ
れ
ら
の
経
済
闘
争
と
並
行
し
て
、
都
市
中
央
労
働
評
議
会
の
い
く
つ
か
が
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
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を
モ
デ
ル
と
す
る
独
立
政
治
行
動
に
踏
み
き
り
、
当
時
の
社
会
改
革
を
目
指
す
政
治
運
動
の
中
枢
を
担
お
う
と
し
た
こ
と
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
労
働
運
動
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
に
お
い
て
、
近
年
、
最
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
は
、
D
・
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
…
の
一
連

の
著
作
で
あ
ろ
う
。
そ
の
議
論
は
、
当
時
の
労
働
運
動
の
戦
闘
性
が
主
と
し
て
労
働
組
合
の
組
織
階
梯
の
基
底
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
未
組
織
産
業
で
の
組
合
構
築
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
主
導
し
た
の
は
、
都
市
中
央
労
働
評

議
会
や
金
属
産
業
労
働
者
評
議
会
（
日
Φ
け
ρ
一
　
げ
巴
石
帯
Φ
q
晦
　
O
O
煽
昌
O
一
一
）
、
職
場
委
員
会
と
い
っ
た
草
の
根
的
労
働
者
組
織
の
熟
練
労
働
者
層
で
あ
り
、
彼

等
は
職
場
自
治
（
詞
く
◎
目
犀
①
同
ω
．
　
O
O
昌
伸
目
O
一
）
の
主
張
を
掲
げ
な
が
ら
、
地
域
の
移
民
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
駆
使
し
て
、
イ
ン
フ
レ
下
に
賃
上
げ
を

強
く
求
め
て
い
た
移
民
不
熟
練
労
働
者
層
を
も
運
動
に
取
込
ん
で
い
っ
た
の
だ
、
と
。
　
モ
ソ
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
主
張
は
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟

（
》
営
Φ
ユ
8
コ
国
①
α
曾
p
江
。
口
O
h
U
ρ
げ
。
誓
以
下
A
F
L
と
略
記
）
を
頂
点
と
す
る
職
能
別
組
合
主
義
の
枠
組
み
を
超
え
た
運
動
の
存
在
を
示
し
た
点
で

重
要
な
意
味
を
も
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
関
心
が
、
職
場
内
の
権
力
構
造
の
変
化
や
戦
闘
的
労
働
運
動
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
与
え
た
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

等
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、
同
時
進
行
的
に
展
開
さ
れ
た
労
働
者
の
政
治
運
動
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後

に
出
現
し
た
合
衆
国
労
働
党
（
ピ
9
。
H
勺
錠
な
。
h
跨
Φ
d
巳
8
α
ω
＄
け
①
。
。
）
は
、
こ
の
時
期
の
労
働
運
動
の
歴
史
的
評
価
を
行
な
う
う
え
で
重
要
な

ぽ
か
り
か
、
二
〇
世
紀
の
合
衆
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
思
想
の
受
容
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
検
討
に
値
す
る
が
、
こ
れ
ま

で
十
分
な
研
究
蓄
積
が
成
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
モ
ソ
ト
ゴ
メ
リ
ー
に
限
ら
ず
近
年
の
労
働
史
研
究
は
労
働
者
の
政
治
活
動
に
あ
ま
り

重
き
を
お
か
な
い
傾
向
が
あ
り
、
例
え
ば
、
労
働
党
運
動
の
拠
点
の
一
つ
だ
っ
た
シ
カ
ゴ
の
労
働
者
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
：
を
分
析
し
た
L
・
コ
：

ヘ
ソ
の
研
究
（
一
九
八
九
年
）
で
も
、
こ
の
時
期
、
都
市
移
民
労
働
者
が
主
と
し
て
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
や
人
種
を
軸
に
結
合
し
て
い
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

強
調
さ
れ
、
階
級
政
党
た
る
労
働
党
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
低
い
評
価
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
研
究
状
況
の
中
で
一
九
九
五
年
に
発
表
さ
れ
た
E
・
マ
ッ
キ
レ
ソ
の
著
作
は
、
い
く
つ
か
新
し
い
論
点
を
提
示
し
、
合
衆
国
労
働

党
研
究
の
進
展
に
寄
与
し
た
。
そ
の
論
旨
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
元
来
、
ロ
ー
カ
ル
な
労
働
運
動
に
起
源
を
持
つ
合
衆
国

労
働
党
は
、
当
時
の
全
国
労
組
指
導
者
や
多
く
の
知
識
人
た
ち
の
抱
い
た
コ
…
ポ
ラ
テ
イ
ス
ト
的
戦
後
再
建
構
想
と
は
、
全
く
異
質
な
、
政
治
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と
産
業
の
徹
底
し
た
民
主
化
を
目
指
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
民
族
自
決
主
義
の
貫
徹
を
強
く
求
め
る
国
際
関
係
民
主
化
政
策
が
特
微
的
で
、

そ
の
主
張
は
、
多
様
な
国
々
（
そ
の
多
く
は
帝
国
主
義
の
被
抑
圧
国
）
の
出
身
者
か
ら
な
る
移
民
労
働
者
層
に
共
通
の
要
求
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
、

短
期
間
で
は
あ
る
が
地
域
社
会
の
労
働
者
勢
力
の
結
集
に
成
功
し
た
、
と
。
こ
の
研
究
は
、
従
来
、
専
ら
、
産
業
問
題
に
議
論
が
限
定
さ
れ
て

き
た
研
究
課
題
に
、
外
交
問
題
と
い
う
新
し
い
視
点
を
加
味
す
る
こ
と
で
、
運
動
が
持
っ
た
草
の
根
面
基
盤
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
点
で
画
期

的
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
運
動
の
ロ
ー
カ
ル
な
性
格
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
全
米
の
多
様
な
勢
力
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
第
一
次
大
戦
後
の
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

改
革
潮
流
の
中
で
果
た
し
た
労
働
党
の
指
導
的
役
割
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
労
働
党
運
動
が
、
ど
の
よ
う
な
全
国
的
広
が
り
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
運
動
が
合
衆
国
の
労
働
運
動
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

の
歴
史
に
い
か
な
る
遺
産
を
残
し
た
の
か
を
考
え
る
う
え
で
避
け
が
た
い
論
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
た
研
究
は
、
労
働
史
よ
り
も
む
し

ろ
政
治
史
や
思
想
史
の
分
野
の
業
績
の
中
に
見
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
九
八
五
年
の
E
・
ト
ー
ビ
ン
の
著
作
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
合

衆
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
性
格
を
考
察
し
た
研
究
で
あ
る
が
、
第
一
次
大
戦
後
の
社
会
改
革
運
動
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
重
要
な
指
摘
を
行
な
っ

て
い
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
運
動
が
、
合
衆
国
労
働
党
に
結
集
し
た
政
治
的
労
働
運
動
と
そ
れ
を
支
援
し
た
リ
ベ
ラ
ル
知
識
人
の
連

合
を
軸
に
展
開
し
、
そ
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
党
の
戦
後
再
建
運
動
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
示
唆
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

合
衆
国
の
労
働
党
運
動
が
全
国
レ
ベ
ル
の
社
会
改
革
潮
流
に
与
え
た
影
響
の
質
と
大
き
さ
を
検
討
す
る
う
え
で
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

研
究
で
は
分
析
の
主
眼
は
、
あ
く
ま
で
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
の
動
向
に
お
か
れ
て
い
て
、
労
働
党
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
証
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　
か
か
る
研
究
史
を
ふ
ま
え
て
本
稿
で
は
、
①
シ
カ
ゴ
の
労
働
組
合
運
動
の
中
か
ら
派
生
し
た
労
働
党
に
注
目
し
、
第
一
次
大
戦
後
言
島
島
の

労
働
者
の
政
治
活
動
の
実
態
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
②
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
影
響
に
留
意
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
、
労
働
党
を
中
核
に
リ
ベ

ラ
ル
な
全
国
労
組
指
導
者
や
知
識
人
、
さ
ら
に
は
、
農
民
層
を
も
ま
き
こ
ん
で
展
開
し
た
よ
り
広
範
な
社
会
改
革
運
動
に
つ
い
て
も
検
討
を
加

え
斗
そ
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
①
証
。
ノ
＜
o
二
塁
㌧
両
頭
ミ
ミ
、
、
o
電
§
寄
ミ
恥
9
き
ミ
い
｝
嵩
（
ぢ
し
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①
y
℃
」
ρ
　
　
誓
9
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⑦
串
p
ω
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ト
き
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沖
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謁
画
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賊
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第
幽
章
　
シ
カ
ゴ
労
働
同
盟
の
活
動
と
労
働
党
の
結
成

合衆国労働党に関する一考察（中野）

　
合
衆
国
に
お
け
る
労
働
党
運
動
の
起
源
は
、
諸
都
市
の
中
央
労
働
評
議
会
の
活
動
に
あ
る
。
中
央
労
働
評
議
会
は
、
多
様
な
職
能
別
組
合
の

支
部
で
構
成
さ
れ
る
都
市
単
位
の
職
能
横
断
的
組
織
だ
っ
た
。
大
都
市
で
は
、
そ
の
規
模
は
巨
大
で
、
例
え
ば
、
シ
カ
ゴ
労
働
同
盟
（
〇
三
8
σ
Q
。

額
黒
影
江
8
。
h
い
呂
。
昌
以
下
、
シ
カ
ゴ
同
盤
と
略
記
）
の
場
合
は
、
三
五
〇
の
加
盟
組
合
、
三
五
万
人
の
加
入
者
を
擁
し
た
。
だ
が
、
こ
の
組
織

は
一
九
世
紀
末
以
来
、
中
央
集
権
化
を
進
め
た
A
F
L
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
中
で
冷
遇
さ
れ
、
年
次
大
会
で
割
り
当
て
ら
れ
た
投
票
数
は
、
加
入

者
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
一
票
の
み
に
限
ら
れ
た
。
増
置
運
動
の
全
国
組
織
の
中
で
僅
か
な
発
言
力
し
か
持
て
な
か
っ
た
諸
都
市
の
中
央
労

働
評
議
会
は
、
専
ら
、
地
域
の
労
働
者
の
日
常
的
な
組
合
員
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
や
賃
金
闘
争
に
携
わ
る
こ
と
で
組
織
基
盤
を
固
め
て
い
っ
た
が
、

そ
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
大
都
市
内
に
点
在
す
る
移
民
コ
ミ
ェ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
移
民
不
熟
練
労
働
者
の
組

織
化
を
試
み
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
都
市
労
働
者
層
に
野
心
的
雰
囲
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
第
一
次
大
戦
参
戦
期
か
ら
休
戦
直
後
の
時
期

に
は
、
各
地
で
職
能
別
組
合
主
義
の
壁
を
乗
越
え
た
、
大
規
模
な
組
織
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
と
発
展
す
る
。
一
九
一
八
年
か

ら
一
九
一
九
年
に
か
け
て
、
全
国
労
組
の
意
思
に
関
わ
り
無
く
、
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
ー
や
シ
ア
ト
ル
な
ど
六
つ
の
都
市
中
央
労
働
評
議
会
が
ゼ
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ネ
ス
ト
を
敢
行
。
シ
カ
ゴ
同
盟
は
食
肉
産
業
と
鉄
鋼
産
業
に
移
民
不
熟
練
層
を
も
包
摂
す
る
産
業
別
組
合
組
織
の
構
築
を
試
み
た
。
そ
れ
は
、

い
わ
ば
、
労
働
運
動
の
中
央
に
対
す
る
地
方
の
反
乱
と
言
い
得
る
も
の
だ
っ
た
。
労
働
党
は
、
こ
う
し
た
諸
都
市
の
中
央
労
働
評
議
会
の
独
特

の
経
済
闘
争
の
中
で
、
多
分
に
自
然
発
生
的
に
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
来
、
労
働
党
は
都
市
ご
と
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
数
は
最

盛
期
に
は
四
五
に
達
し
た
。
そ
の
中
で
、
本
章
は
、
シ
カ
ゴ
同
盟
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
労
働
党
の
活
動
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
を
進
め
て
行
き

た
い
。
シ
カ
ゴ
労
働
党
は
、
組
織
の
規
模
、
指
導
者
の
資
質
、
政
策
・
綱
領
、
の
す
べ
て
に
お
い
て
最
も
充
実
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
全
国

の
労
働
党
勢
力
と
そ
の
シ
ソ
バ
に
絶
大
な
影
響
力
を
保
持
し
、
一
九
｝
九
年
一
…
月
の
合
衆
国
労
働
党
（
全
国
組
織
）
結
成
に
指
導
的
役
割
を
果

　
　
　
　
　
　
　
①

た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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ω
　
シ
カ
ゴ
労
働
同
盟
の
活
動

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
カ
ゴ
同
盟
は
｝
九
〇
六
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
の
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、
委
員
長
を
務
め
た
」
・
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ

ッ
ク
（
｝
O
げ
⇔
　
司
一
け
N
娼
P
け
H
坤
O
閃
）
の
指
導
下
に
あ
っ
た
。
自
身
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ヅ
ク
に
と
っ
て
、
シ
カ
ゴ
労
働
運
動
の

最
重
要
課
題
は
、
い
か
に
移
民
不
熟
練
労
働
者
を
組
織
す
る
か
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
シ
カ
ゴ
居
住
者
の
性
格
を
考
え
る
と
当
然
と
も
言
え
る
。

一
九
一
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
で
は
、
人
臼
の
七
〇
％
以
上
が
、
移
民
と
そ
の
二
世
で
占
め
ら
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、
ユ
ダ
ヤ

系
な
ど
雑
多
を
き
わ
め
た
が
、
と
り
わ
け
、
東
欧
系
移
民
の
多
く
は
食
肉
産
業
、
鉄
鋼
産
業
と
い
っ
た
大
書
生
産
産
業
の
不
熟
練
労
働
者
層
を

溝
成
し
、
劣
悪
な
労
働
条
件
下
に
未
組
織
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
移
民
不
熟
練
労
働
者
の
組
織
化
は
、
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
多
く
が
、
旧
来
の
職
能
別
組
合
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
は
、
こ
の
時
期
、
鉄
道
幹

線
労
働
者
連
盟
（
。
・
団
ω
冨
ヨ
h
Φ
α
①
舜
諜
8
）
や
金
属
産
業
労
働
者
評
議
会
な
ど
が
試
み
て
い
た
産
業
単
位
の
労
働
者
組
織
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い

た
。
と
り
わ
け
、
一
九
一
〇
年
代
半
ば
に
S
・
ヒ
ル
マ
ン
が
、
シ
カ
ゴ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
被
服
産
業
で
展
開
し
た
ユ
ダ
ヤ
系
移
民
を
中
心
と

す
る
産
業
別
組
合
設
立
の
闘
争
に
は
、
シ
カ
ゴ
同
盟
に
よ
る
資
金
、
宣
伝
活
動
の
両
面
で
の
直
接
援
助
を
実
現
し
、
両
者
の
間
に
深
い
協
力
関



合衆国労働党に関する一考察（中野）

　
　
　
　
　
②

係
が
築
か
れ
た
。

　
職
能
鋼
組
合
の
管
轄
権
を
超
え
た
組
合
を
構
築
し
、
大
量
生
産
産
業
の
労
働
者
を
組
織
し
よ
う
と
い
う
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
の
運
動
理
念

は
、
第
一
次
大
戦
参
戦
下
の
一
九
一
七
年
七
月
に
シ
カ
ゴ
同
盟
の
主
導
で
結
成
さ
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ズ
労
働
評
議
会
（
望
。
。
ξ
霧
α
ω
ピ
呂
。
H

O
。
§
＆
）
に
具
体
化
さ
れ
た
。
彼
自
身
が
議
長
を
務
め
た
こ
の
組
織
は
、
食
肉
産
業
に
関
わ
る
多
様
な
部
門
の
労
働
組
合
支
部
に
代
表
権
を
与

え
る
と
と
も
に
、
主
と
し
て
東
欧
系
移
民
と
黒
人
か
ら
成
る
不
熟
練
労
働
老
を
居
住
区
ご
と
に
編
成
し
、
加
入
さ
せ
た
。
当
時
、
巨
大
な
移
民

人
口
を
抱
え
て
い
た
シ
カ
ゴ
で
は
、
民
族
や
人
種
ご
と
の
住
み
分
け
が
進
行
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
は
、
民
族
・
人
種
集
団
単
位
で
運
動
を
編
成

す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
う
し
た
方
式
が
採
ら
れ
た
の
は
、
移
民
社
会
内
部
の
結
合
力
や
規
律
を
組
合
活
動
の
原
動
力
と
し
て
活
用
し
よ
う

と
い
う
発
想
に
よ
る
。
食
肉
産
業
の
組
織
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
に
シ
カ
ゴ
同
盟
は
移
民
社
会
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
共
闘
の
基
礎
を
築
い

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
最
大
級
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
団
体
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
鷹
（
勺
O
凱
ω
財
　
閏
二
一
〇
〇
口
ψ
）
」
の
中
心
的
指
導
者
で
解

体
・
製
塩
業
合
同
労
働
組
合
（
》
B
巴
σ
q
㊤
ヨ
暮
＆
霞
①
暮
。
ロ
算
。
轡
ω
ρ
浮
し
d
忌
。
冨
H
≦
。
時
菖
①
口
）
シ
カ
ゴ
支
部
長
の
J
・
キ
ク
ル
ス
キ
（
甘
受
国
騨
巳
。
。
紅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
こ
の
頃
、
シ
カ
ゴ
同
盟
の
オ
ル
グ
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
、
移
民
集
団
と
労
働
運
動
と
の
関
係
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

　
ス
ト
ヅ
ク
ヤ
ー
ズ
労
働
評
議
会
は
、
移
民
祉
会
の
動
員
力
を
得
て
、
急
成
長
を
遂
げ
た
。
一
九
一
七
年
末
ま
で
に
シ
カ
ゴ
の
食
肉
産
業
労
働

者
の
半
数
以
上
（
約
四
万
人
）
が
組
合
に
加
入
し
、
特
に
熱
狂
的
な
支
持
が
あ
っ
た
ス
ト
ヅ
ク
ヤ
ー
ド
に
隣
接
す
る
東
欧
系
移
民
密
集
地
区
で
は
、

加
入
率
は
九
〇
％
に
達
し
た
と
言
わ
れ
る
。
評
議
会
は
、
賃
上
げ
、
八
時
間
労
働
な
ど
の
要
求
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
雇
用
者
は
従

来
通
り
交
渉
拒
否
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
運
動
は
、
産
業
全
体
を
覆
う
ス
ト
ラ
イ
キ
に
発
展
す
る
様
糎
を
呈
し
、
戦
時
大
統
八

領
調
停
委
員
会
（
娼
κ
①
q
謄
一
α
Φ
昌
け
、
ω
　
ジ
幽
①
α
一
ρ
け
一
〇
昌
　
O
O
旨
昌
し
n
ら
自
明
O
⇒
）
の
介
入
を
招
く
が
、
一
九
一
八
年
三
月
末
に
下
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ア
ル
シ
ュ
ラ
ー
裁

定
（
》
一
〇
〇
〇
げ
⊆
一
Φ
同
　
H
）
O
O
帥
ω
陣
O
昌
）
は
、
概
ね
、
労
働
者
側
の
要
求
を
認
め
る
内
容
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
策
定
さ
れ
た
連
邦

政
府
の
『
戦
時
労
働
政
策
原
則
』
（
労
働
者
の
団
結
権
．
団
体
交
渉
権
の
承
認
、
八
時
間
労
働
、
生
活
賃
金
の
保
障
を
基
本
政
策
と
し
て
採
用
）
の
ラ
イ
ン

に
沿
う
も
の
だ
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
勝
利
が
、
い
ま
ひ
と
つ
の
未
組
織
大
量
生
産
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
産
業
の
組
合
設
立
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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と
労
働
党
結
成
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ヅ
ク
と
シ
カ
ゴ
同
盟
は
、
労
働
運
動
を
未
踏
の
領
域
に
導
く
自
信
と
楽
観

的
見
通
し
を
有
し
て
い
た
。
彼
ら
は
一
九
一
八
年
八
月
、
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
を
議
長
と
す
る
「
製
鉄
・
鉄
鋼
労
働
者
組
織
の
た
め
の
全
国
委

員
会
（
属
㊤
瓢
§
巴
O
。
ヨ
自
窪
Φ
Φ
剛
g
O
巴
σ
q
p
巴
臥
轟
ゴ
．
8
㊤
邑
。
。
竃
鉱
名
。
跨
Φ
誘
）
」
を
設
立
し
、
同
年
＝
一
月
に
は
労
働
党
組
織
を
正
式
に
発
足

　
④

す
る
。

82　（82）

　
②
　
シ
カ
ゴ
労
働
党
の
結
成

　
シ
カ
ゴ
同
盟
の
運
動
が
、
単
な
る
経
済
闘
争
か
ら
、
既
存
の
政
治
秩
序
に
異
を
唱
え
る
政
治
活
動
へ
と
飛
躍
す
る
事
情
を
理
解
す
る
に
は
、

第
一
次
大
戦
参
戦
直
前
の
時
期
ま
で
、
遡
っ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
賦
、
シ
カ
ゴ
同
盟
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
中
央
労
働
同
盟
や
合
同
被
服

労
組
、
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
労
働
同
盟
な
ど
と
と
も
に
、
労
働
運
動
内
の
反
戦
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
小
国
出
身
の

移
民
勢
力
を
支
持
基
盤
に
持
つ
シ
カ
ゴ
同
盟
は
、
旧
大
陸
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
際
関
係
の
動
向
に
敏
感
で
、
特
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
お
よ

び
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
労
働
老
の
反
莫
・
反
露
帝
国
主
義
感
情
は
そ
の
政
策
を
左
右
す
る
力
を
持
っ
た
。
委
員
長
の
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
自
身
が
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
解
放
同
盟
（
閏
随
一
Φ
口
α
ω
　
O
h
　
H
H
一
ω
げ
　
閃
H
Φ
O
仙
O
門
P
）
に
属
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
運
動
家
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
運

動
の
性
格
の
一
端
を
示
す
事
実
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
ら
が
唱
え
た
参
戦
反
対
の
主
張
は
、
A
F
L
指
導
層
に
よ
っ
て
圧
殺
さ
れ
る
。
ウ
ィ
ル

ソ
ン
政
権
と
の
連
舎
を
第
一
義
的
に
考
え
る
A
F
L
会
長
S
・
ゴ
ン
パ
ー
ス
（
留
旨
皿
卑
O
。
三
唱
。
誘
）
は
一
九
一
七
年
三
月
、
A
F
L
全
加
盟
組

合
会
議
を
催
し
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
の
戦
争
協
力
・
国
家
へ
の
忠
誠
を
誓
う
『
平
和
又
は
戦
時
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
労
働
者
の
立
場
』
と
い
う

宣
言
を
採
択
し
た
が
、
シ
カ
ゴ
同
盟
を
は
じ
め
諸
都
市
の
中
央
蛍
働
評
議
会
は
、
あ
ま
ね
く
同
会
議
に
召
集
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
ロ
ー
カ
ル
な
労
働
運
動
に
A
F
L
へ
の
不
信
感
を
残
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
一
九
一
七
年
四
月
の
参
戦
当
初
、
シ
カ
ゴ
同
盟
は
反
戦
の
姿
勢
を
変
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
時
国
家
へ
の
忠
誠
を
求
め
る
政
治
的
圧
力

は
耐
え
難
い
も
の
と
な
り
、
五
月
下
旬
ま
で
に
、
正
式
に
戦
争
支
持
の
立
場
を
表
明
す
る
に
い
た
る
。
た
だ
し
、
決
し
て
無
批
判
に
戦
争
協
力



合衆圃労働党に関する一考察（中野）

を
行
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
時
の
市
民
的
自
由
（
と
り
わ
け
、
反
戦
論
者
の
言
論
の
自
由
）
抑
圧
に
反
発
し
た
。
A
F
L
が
主
宰
す
る
戦
争
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
機
関
、
「
労
働
と
民
主
主
義
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
同
盟
（
諺
二
巴
。
鶏
》
≡
器
8
隔
霞
U
ρ
げ
。
目
窪
α
∪
Φ
弓
。
。
舜
身
）
」
が
シ
カ
ゴ
支
部

の
建
設
に
失
敗
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
同
機
関
は
、
M
・
ヒ
ル
キ
ッ
ト
（
竃
。
霞
尻
当
鰭
ρ
已
ゴ
社
会
党
指
導
者
）
等
を
中
心
に
即
時
停
戦

を
求
め
て
活
動
す
る
「
民
主
主
義
と
講
和
条
件
の
た
め
の
人
民
評
議
会
（
勺
8
覧
①
、
ω
O
。
舅
。
陣
＝
。
困
∪
。
ヨ
。
。
謎
受
ゆ
＆
日
Φ
§
。
。
。
h
℃
＄
8
）
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

対
抗
す
る
目
的
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
対
ソ
連
干
渉
戦
争
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
立
場
の
違
い
は
、
シ
カ
ゴ
同
盟
の
A
F
L
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
へ
の
反
感
を

惹
起
し
た
。
彼
等
は
、
一
九
一
八
年
四
月
に
合
衆
国
政
府
が
臣
シ
ア
に
派
遣
し
た
反
革
命
干
渉
軍
の
即
時
撤
兵
と
対
ソ
連
経
済
封
鎖
の
解
除
を

求
め
て
、
政
府
を
非
難
し
た
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
同
盟
は
、
参
戦
間
も
な
い
頃
か
ら
、
合
衆
国
政
府
が
英
国
政
府
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
完
全
独
立
を

要
請
す
る
こ
と
を
求
め
る
主
張
を
展
開
し
、
こ
の
要
求
を
全
合
衆
国
労
働
者
の
総
意
と
し
て
掲
げ
る
べ
く
A
F
L
に
働
き
か
け
て
い
た
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
、
A
F
L
は
、
こ
の
提
案
を
一
九
一
七
年
大
会
で
は
棚
上
げ
し
、
一
九
一
八
年
大
会
で
は
、
骨
抜
き
に
し
て
し
ま
う
。

　
シ
カ
ゴ
同
盟
を
政
治
運
動
に
踏
切
ら
せ
た
、
い
ま
一
つ
の
重
大
な
誘
因
は
、
連
邦
政
府
の
戦
時
労
働
政
策
へ
の
不
満
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、

部
分
的
で
あ
る
に
せ
よ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
戦
時
労
働
政
策
が
、
一
般
的
な
意
味
で
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を
承
認
す
る
な
ど
、
労

働
組
合
の
活
動
を
保
護
す
る
性
格
を
持
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
シ
カ
ゴ
同
盟
に
よ
る
食
肉
産
業
組
織
化
の
成
功
の
背
景
に
も
、
そ
う
し
た

戦
時
労
働
政
策
の
基
本
路
線
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
触
れ
た
、
大
統
領
調
停
委
員
会
ア
ル
シ
ュ
ラ
ー
裁
定
は
そ
の
具

体
例
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
、
当
初
は
シ
カ
ゴ
同
盟
も
、
総
じ
て
、
戦
時
労
働
政
策
を
支
持
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
A
F
L
と
産
業
界
、
連
邦

政
府
の
妥
協
の
産
物
で
も
あ
る
戦
時
労
働
政
策
が
「
労
働
関
係
の
現
状
維
持
原
則
」
を
一
つ
の
柱
と
し
た
こ
と
に
は
批
判
的
で
、
特
に
A
F
L

が
行
な
っ
た
未
組
織
な
鉄
鋼
産
業
に
お
け
る
「
現
状
維
持
」
誓
約
に
は
強
い
反
発
を
示
し
た
。
シ
カ
ゴ
同
盟
が
参
戦
下
に
敢
行
し
た
鉄
鋼
産
…
茱

の
組
織
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
事
実
上
、
「
現
状
維
持
原
型
」
を
無
視
し
た
も
の
と
い
え
る
。
　
シ
カ
ゴ
同
盟
の
指
導
者
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の

戦
時
労
働
政
策
に
一
定
の
評
価
を
与
え
な
が
ら
も
、
戦
時
の
増
産
要
請
と
労
働
力
不
足
と
い
う
好
条
件
を
十
分
に
活
用
で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る
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産
業
の
民
主
化
と
組
合
勢
力
の
拡
大
が
実
現
可
能
な
は
ず
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
食
肉
産
業
に
つ
い
て
見
て
も
、
ア
ル
シ

ュ
ラ
ー
裁
定
自
体
は
、
ほ
と
ん
ど
の
シ
カ
ゴ
労
働
者
か
ら
好
意
的
に
受
入
れ
ら
れ
た
が
、
実
務
を
委
任
さ
れ
た
政
府
機
関
の
賃
金
基
準
設
定
が
、

イ
ン
フ
レ
に
追
い
付
か
な
い
状
況
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
政
府
批
判
が
噴
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
休
戦
が
近
づ
く
に
つ
れ
戦
時
労
働
委

員
会
が
労
資
紛
争
へ
の
介
入
に
消
極
的
と
な
り
、
労
働
者
の
諸
権
利
の
擁
護
者
と
し
て
の
性
格
が
あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
い
く
と
、
彼
等
の
ウ
ィ

ル
ソ
ン
政
権
へ
の
幻
滅
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
も
「
…
…
戦
時
労
働
委
員
会
は
労
働
者
の
支
援
者
で
は
な
く
、
労
働
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
っ
て
の
迫
害
者
と
破
壊
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
」
と
、
失
望
感
を
露
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
参
戦
問
題
、
戦
時
の
忠
誠
問
題
を
経
て
、
醸
成
さ
れ
て
き
た
A
F
L
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
へ
の
不
満
は
、
反
帝
国
主
義
・
民
族
自
決
原
則
の

徹
底
と
、
さ
ら
な
る
労
働
政
策
の
民
主
化
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
中
で
、
次
第
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
研
究
者
マ
ッ
キ
リ
ン
に
よ
る
と
、
そ
う

し
た
シ
カ
ゴ
同
盟
の
批
判
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ゴ
ン
パ
ー
ス
な
ど
の
A
F
L
指
導
層
が
抱
い
て
い
た
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ス
ト
的
権
力
分
有
構
想
の

拒
絶
を
意
味
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
政
治
的
に
は
民
主
党
政
府
を
支
持
し
、
労
働
・
産
業
・
公
益
の
各
代
表
か
ら
な
る
政
府
機
関
に
参
加

す
る
こ
と
で
政
策
形
成
に
労
働
組
合
運
動
の
意
志
を
一
定
程
度
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
A
F
L
の
立
場
は
、
権
力
に
ア
ク
セ
ス
す
る
経
路
を
持

た
な
い
都
市
中
央
労
働
評
議
会
に
と
っ
て
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
乏
し
く
、
シ
カ
ゴ
同
盟
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
到
底
こ
れ
を
受
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
マ
ッ
キ
リ
ン
の
解
釈
の
有
効
性
に
つ
い
て
こ
こ
で
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
等
が
、
一
九
一
八
年

＝
月
一
一
日
の
休
戦
を
前
に
ウ
ィ
ル
ソ
ニ
ア
ン
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
限
界
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
当
時
進
行
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
食
肉
産
業
と
鉄
鋼
産
業
の
組
織
化
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
独
立
政
治
行
動
が
不
可
避
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
シ
カ
ゴ
同
盟
は
一
九
一
八
年
一
一
月
一
七
日
、
労
働
党
結
成
を
決
定
し
、
こ
の
時
『
労
働
者
の
一
四
ケ
条
（
］
U
七
一
）
O
H
り
ω
　
周
O
仁
H
け
Φ
Φ
ゆ
　
b
O
一
昌
汁
ω
）
』

と
呼
ば
れ
る
基
本
綱
領
を
採
択
し
た
。
そ
の
後
、
加
盟
組
合
に
よ
る
批
准
を
経
て
（
圧
倒
的
多
数
が
支
持
）
、
一
九
一
八
年
一
二
月
二
九
日
、
労
働

党
結
成
大
会
を
開
催
。
ク
ヅ
ク
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
労
働
党
（
O
o
o
犀
O
o
口
証
旨
い
曽
げ
。
円
勺
ρ
詳
団
”
以
下
、
シ
カ
ゴ
労
働
党
と
略
記
）
の
正
式
結
成
と
『
労

働
者
の
一
四
ケ
条
』
の
支
持
が
議
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
と
キ
ク
ル
ス
キ
を
含
む
一
五
人
の
党
執
行
部
が
選
出
さ
れ
た
。
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壇
上
に
立
っ
た
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ヅ
ク
は
「
新
し
い
時
代
の
夜
明
け
が
到
来
し
た
一
自
分
自
身
の
力
で
、
働
く
人
女
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
政

治
勢
力
と
な
る
生
涯
】
度
さ
り
の
チ
ャ
ン
ス
が
今
、
労
働
者
の
前
に
あ
る
の
だ
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
以
下
、
結
成
当
初
の
労
働
党
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

動
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

合衆国労f動党に関する一考察（中野）

㈹
　
シ
カ
ゴ
労
働
党
の
政
策

ま
ず
最
初
に
、
基
本
綱
領
『
労
働
者
の
一
四
ケ
条
』
の
内
容
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
そ
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
1
条
…
…
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
の
承
認

　
第
2
条
…
…
公
共
の
福
祉
を
目
的
と
す
る
産
業
の
昆
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
第
3
条
…
…
一
日
八
時
間
労
働
、
最
低
賃
金

　
第
4
条
…
…
不
況
時
の
公
共
事
業
に
よ
る
失
業
撲
滅

　
第
5
条
…
…
同
｝
労
働
に
対
す
る
男
女
同
一
賃
金

　
第
6
条
…
…
協
同
組
合
の
育
成
、
寄
生
的
中
間
商
人
や
不
当
利
得
者
の
排
除
に
よ
る
生
活
費
の
低
減

　
第
7
条
…
…
教
育
の
民
主
化

　
第
8
条
…
・
：
軍
人
保
険
の
継
続
と
、
す
べ
て
の
男
女
へ
の
拡
大
（
連
邦
政
府
に
よ
る
生
命
保
険
、
傷
害
・
疾
病
保
険
制
度
）

　
第
9
条
・
：
・
：
相
続
税
、
累
進
所
得
税
、
不
当
利
得
者
へ
の
資
本
課
税
の
導
入
を
柱
と
す
る
税
制
改
革

　
第
1
0
条
…
・
：
鉄
道
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
穀
物
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
穀
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
市
場
お
よ
び
電
信
・
電
話
を
は
じ
め
と
す
る
全
公
益
事
業
の
公
有
・
公

　
　
　
　
　
営
化
。
天
然
資
源
や
水
力
の
圏
有
化
と
国
家
に
よ
る
開
発

　
第
1
1
条
…
…
言
論
、
出
版
、
集
会
の
自
由
の
早
期
回
復

　
第
1
2
条
…
…
全
政
府
省
庁
に
お
い
て
労
働
者
が
そ
の
投
票
力
に
相
当
す
る
代
表
権
を
持
つ
こ
と

　
第
1
3
条
…
…
平
和
会
議
に
お
い
て
、
労
働
者
が
世
界
の
陸
・
海
軍
、
お
よ
び
職
場
で
占
め
た
人
数
に
相
当
す
る
代
表
権
を
持
つ
こ
と
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．
　
　
　
　
　
⑪

　
第
U
条
…
…
全
世
界
の
王
政
、
専
制
政
治
、
軍
国
主
義
、
帝
国
主
義
の
廃
絶
、
反
戦
を
目
的
と
す
る
全
民
族
の
労
働
者
連
盟

　
綱
領
の
起
草
に
あ
た
っ
た
の
は
、
F
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
（
国
H
㊤
昌
ぽ
　
ぐ
く
勉
一
の
げ
）
と
そ
の
腹
心
、
B
・
マ
ン
リ
ー
（
切
即
の
躍
鼠
p
巳
嘱
）
を
中
心
と
す
る
労

働
問
題
専
門
家
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
産
業
関
係
委
員
会
（
一
九
＝
二
年
i
一
九
一
五
年
）
に
お
い
て
、
連
邦
権
力

に
よ
る
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
の
保
障
と
所
得
再
分
配
政
策
の
実
施
を
訴
え
る
多
数
派
報
告
を
作
成
し
た
こ
と
、
戦
時
労
働
委
員
会

（
濱
㊤
江
。
昌
巴
≦
卜
い
ρ
げ
自
ω
o
鴇
鳥
”
一
九
一
八
年
四
月
～
」
九
一
九
年
八
月
）
の
共
同
議
長
と
し
て
労
働
組
合
承
認
に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ

る
が
、
一
九
一
七
年
の
食
肉
産
業
闘
争
を
契
機
に
、
シ
カ
ゴ
同
盟
の
活
動
に
直
接
コ
ミ
ヅ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
同
盟
の
依
頼

に
よ
り
食
肉
産
業
組
織
運
動
の
法
律
顧
問
と
な
っ
た
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
、
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
と
と
も
に
雇
用
者
代
表
や
政
府
調
停
官
と
の
交
渉

に
直
接
携
わ
り
、
先
に
見
た
大
統
領
調
停
委
員
会
ア
ル
シ
ュ
ラ
ー
裁
定
の
獲
得
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
そ
の
た
め
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
シ
カ
ゴ
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

働
運
動
の
中
で
絶
大
な
人
気
を
博
し
、
シ
カ
ゴ
同
盟
に
よ
る
労
働
党
結
成
の
決
断
も
彼
ら
の
影
響
な
し
に
は
考
え
に
く
い
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
や
マ
ン
リ
！
等
の
知
識
人
集
団
が
、
シ
カ
ゴ
労
働
者
の
政
治
運
動
の
モ
デ
ル
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
労
働
党

に
注
目
し
、
同
党
が
、
当
時
、
戦
後
再
建
を
に
ら
ん
で
作
成
し
た
政
治
綱
領
を
雛
形
に
し
て
新
党
の
綱
領
を
作
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一

八
年
六
月
に
採
択
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
綱
領
は
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
の
S
・
ウ
ェ
ヅ
ブ
（
ω
一
α
⇔
Φ
畷
　
タ
、
O
ぴ
σ
）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
『
労
働

者
と
新
社
会
秩
序
（
］
じ
ρ
げ
O
民
　
ρ
ゆ
α
　
客
O
♂
く
　
ω
O
O
一
ρ
一
　
〇
同
自
O
困
）
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
国
民
的
最
低
限
の
保
障
を
謳
う
社
会
民
主
主
義

の
政
策
で
あ
っ
た
が
、
既
に
一
九
一
八
年
二
月
の
段
階
で
、
合
衆
国
の
言
論
界
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
年
の
英
国
総
選
挙
に
お

け
る
労
働
党
の
大
躍
進
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
同
時
代
の
合
衆
国
社
会
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
『
労
働
者
と
新
社
会
秩
序
』
に
示
さ

れ
た
社
会
改
革
プ
ラ
ン
は
、
①
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
一
二
・
ム
の
普
遍
的
実
施
、
②
産
業
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
③
所
得
再
分
配
を
目
指
す
税

制
改
革
、
④
過
剰
利
得
の
接
収
と
公
共
の
福
祉
の
た
め
の
利
用
、
の
四
項
目
に
大
別
さ
れ
、
各
項
目
は
、
さ
ら
に
、
仔
細
な
テ
ー
マ
ご
と
に
分

け
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
綱
領
の
末
尾
で
は
、
国
際
問
題
に
言
及
さ
れ
、
反
帝
国
主
義
、
植
民
地
の
自
治
、
諸
民
族
の
民

主
的
な
国
際
機
関
設
置
な
ど
を
求
め
る
立
場
が
提
示
さ
れ
趣
・
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こ
の
文
書
の
内
容
と
類
似
す
る
議
論
が
、
シ
カ
ゴ
労
働
党
の
『
労
働
者
の
一
四
力
条
』
に
、
多
く
含
ま
れ
た
。
『
労
働
者
の
一
四
力
条
』
第

三
条
の
八
時
間
労
働
お
よ
び
最
低
賃
金
保
障
の
要
求
は
、
「
σ
Q
o
o
α
9
¢
器
蕊
ぼ
℃
を
も
た
ら
し
…
…
健
康
で
快
適
な
生
活
を
維
持
す
る
」
の
に

必
要
な
も
の
と
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
文
言
は
、
『
労
働
者
と
新
社
会
秩
序
』
に
お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
が
、
「
健
康
な
生
活
と

毒
。
詳
げ
賓
9
¢
N
o
器
ぼ
℃
に
必
要
な
も
の
」
と
定
義
さ
れ
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
案
と
し
て
、
最
低
賃
金
法
の
欄
定
が
主
張
さ
れ
る
論

理
と
響
き
合
う
。
第
八
条
の
政
府
に
よ
る
社
会
保
険
運
営
、
第
一
〇
条
の
重
要
産
業
の
公
有
化
、
第
一
一
条
の
市
民
的
自
由
を
下
限
し
た
戦
時

立
法
の
廃
絶
、
の
諸
要
求
は
、
『
労
働
者
と
新
社
会
秩
序
』
の
第
二
項
目
「
産
業
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
具
体
的
内
容
と
符
合
し
、
第

九
条
の
税
綱
改
革
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
綱
領
の
第
三
、
第
四
流
路
の
所
得
再
分
配
構
想
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
第
四
条
の
失
業
撲
滅
要
求

に
つ
い
て
も
『
労
働
者
と
新
社
会
秩
序
』
に
全
く
同
じ
主
張
が
現
れ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
を
保
障
す
る
プ
ラ
ン
の
…
つ
と
し
て
、
政

府
が
失
業
対
策
に
貴
任
を
負
う
べ
き
こ
と
が
、
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
一
四
条
の
国
際
関
係
民
主
化
要
求
は
、
『
労
働
者
と
新

社
会
秩
序
』
末
尾
の
反
帝
国
主
義
の
主
張
に
呼
応
し
、
第
一
二
条
・
第
一
三
条
に
見
ら
れ
る
諸
政
治
機
関
に
お
け
る
人
口
比
に
応
じ
た
労
働
者

代
表
権
の
要
求
は
、
少
数
の
特
権
階
級
に
よ
る
政
治
支
配
に
反
発
し
、
非
民
主
的
制
度
の
改
革
を
と
お
し
て
、
本
来
の
多
数
派
た
る
勤
労
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

政
権
掌
握
を
実
現
す
べ
き
だ
と
考
え
る
独
立
労
働
党
の
政
治
思
想
と
同
じ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　
こ
こ
に
公
に
さ
れ
た
『
労
働
者
の
一
四
力
条
』
は
、
合
衆
国
の
労
働
党
運
動
に
一
つ
の
方
向
性
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
労

働
党
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
中
央
労
働
評
議
会
が
、
一
九
一
九
年
一
月
に
結
成
）
を
は
じ
め
一
九
一
九
年
初
頭
、
各
地
に
出
現
し
た
四
〇
を
超
え
る
ロ
ー
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ル
労
働
党
の
共
通
の
政
策
と
し
て
、
受
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
㈲
　
シ
カ
ゴ
市
政
選
挙

　
シ
カ
ゴ
労
働
党
が
最
初
の
政
治
的
挑
戦
の
場
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
一
九
一
九
年
四
月
の
シ
カ
ゴ
市
政
選
挙
だ
っ
た
。
労
働
党
は
「
す
べ
て

の
公
的
領
域
に
お
い
て
純
粋
な
民
主
主
義
を
確
立
す
る
」
こ
と
を
公
約
し
、
①
市
内
の
全
公
益
事
業
の
市
有
・
市
営
化
、
②
市
営
市
揚
・
穀
物
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冷
蔵
所
の
建
設
に
よ
る
生
活
費
の
低
減
、
③
市
の
衛
生
事
業
の
拡
充
（
住
宅
密
集
地
区
に
お
け
る
市
営
住
宅
建
設
を
含
む
）
な
ど
の
具
体
的
要
求
を
掲

げ
た
。
そ
れ
は
、
『
労
働
者
の
一
四
玉
条
』
中
の
最
も
穏
健
な
部
分
を
表
現
し
、
同
時
に
、
戦
前
の
革
新
主
義
期
に
見
ら
れ
た
市
政
改
革
の
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

線
を
概
ね
継
承
す
る
も
の
だ
っ
た
。
幅
広
い
革
新
票
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
実
際
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
多
様
な
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
提
携
と
労
働
組
合
の
動
無
力
に
依
拠
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
労

働
党
の
候
補
者
名
簿
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
。
市
長
候
補
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
で
党
執
行
委
員
と
シ
カ
ゴ
同
盟
委
員
長
を
兼
任
す
る
フ
ィ
ツ
バ

ト
リ
ッ
ク
が
、
市
総
務
局
長
候
補
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
移
民
労
働
者
指
導
者
で
、
同
じ
く
党
執
行
委
員
の
キ
ク
ル
ス
キ
が
、
市
出
納
官
候
補
に

は
ス
ウ
ェ
：
デ
ン
系
の
K
・
ト
ー
ケ
ル
ソ
ン
（
困
（
ロ
ロ
け
0
　
8
0
目
犀
⑦
一
Q
o
O
鵠
）
が
そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
ス
ラ
ブ
系
、
北
欧
系
の

い
ず
れ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
も
同
時
に
支
持
を
集
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
ま
た
、
選
挙
期
間
中
、
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ヅ

ク
は
、
精
力
的
に
多
様
な
移
民
社
会
の
民
族
行
事
に
参
加
し
た
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
支
援
し
た
り
す
る
こ
と
で
票
固

め
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
そ
れ
に
限
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
運
動
や
イ
ン
ド
独
立
運
動
、
さ
ら
に
は
黒
人
労
働
者

の
運
動
に
ま
で
及
ん
だ
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
大
量
生
産
産
業
の
移
民
労
働
者
に
対
し
、
産
業
民
主
主
義
と
国
際
関
係
民
主
化
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

シ
カ
ゴ
労
働
者
階
級
の
共
通
の
要
求
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
そ
う
し
た
戦
術
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
九
年
一
月
末
に
第
一
五
区
で
開
か
れ
た
、
労
働
党
主
催
の
大
衆
集
会

で
は
、
多
様
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
：
か
ら
成
る
参
加
者
は
、
対
ソ
干
渉
軍
即
時
撤
兵
、
対
ソ
経
済
封
鎖
解
除
を
決
議
し
、
次
の
よ
う
な
宣
言
文
を

採
択
し
た
。
「
干
渉
戦
争
の
中
で
、
誰
一
人
と
し
て
空
虚
な
言
葉
や
無
価
値
な
文
句
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
今
後
世

界
が
、
永
久
に
民
主
主
義
の
た
め
の
実
験
と
、
新
し
い
冒
険
に
と
っ
て
安
全
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
…
…
こ
の
要
求
が
な
さ
れ
た

の
だ
」
、
と
。
ま
た
、
三
月
に
食
肉
産
業
地
区
で
開
か
れ
た
数
々
の
集
会
で
は
、
参
加
者
の
大
半
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
移
民
と
黒
人
の
労
働
者
で

占
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
支
持
が
繰
返
し
決
議
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
シ
カ
ゴ
労
働
党
が
、
民
族
間
、
人

種
間
の
対
立
の
歴
史
を
乗
越
え
て
、
労
働
者
勢
力
の
結
集
に
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
実
際
、
ス
ト
ヅ
ク
ヤ
；
ド
近
郊
の

88　（88）



合衆国労働党に関する一考察（中野）

ポ
ー
ラ
ン
ド
系
お
よ
び
リ
ト
ア
ニ
ア
系
移
民
の
密
集
地
区
は
労
働
党
候
補
者
の
最
大
の
票
田
と
な
っ
た
。
シ
カ
ゴ
同
盟
に
よ
る
大
量
生
産
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
組
織
活
動
と
労
働
党
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
い
わ
ば
、
表
裏
一
体
を
成
し
て
共
に
発
展
し
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
だ
が
、
一
九
一
九
年
四
月
五
日
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
の
結
果
は
、
同
時
に
労
働
党
の
明
ら
か
な
力
不
足
を
露
呈
し
た
。
社
会
党
を
抑
え
て
、

第
ヨ
党
の
地
位
を
得
た
と
は
い
え
、
労
働
党
候
補
の
得
票
総
数
は
、
わ
ず
か
五
万
六
千
票
、
得
票
率
は
八
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
最
大
の
敗
因

は
、
A
F
L
の
妨
害
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
シ
カ
ゴ
同
盟
に
締
盟
す
る
A
F
L
系
労
組
支
部
の
多
く
は
、
こ
の
頃
、
改
め
て
無
党
派
主
義
キ
ャ

ソ
ペ
：
ン
を
始
め
た
A
F
L
の
圧
力
か
ら
、
最
終
的
に
は
、
労
働
党
候
補
を
支
持
で
き
な
か
っ
た
。
労
働
党
候
補
の
得
票
総
数
は
、
シ
カ
ゴ
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

盟
加
入
者
総
数
の
六
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
シ
カ
ゴ
労
働
党
指
導
部
は
、
こ
の
選
挙
結
果
に
必
ず
し
も
悲
観
し
な
か
っ
た
。
何
よ
り
彼
ら
を
勇
気
づ
け
た
の
は
、
各
地
の
市
政

選
挙
で
、
数
多
く
の
ロ
ー
カ
ル
労
働
党
が
善
戦
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
リ
ノ
イ
州
南
部
の
炭
鉱
地
帯
で
は
八
都
市
に
労
働
党
市
長
が
誕
生
し
、

シ
カ
ゴ
近
郊
の
鉄
鋼
都
市
ジ
ョ
リ
エ
ヅ
ト
で
も
落
選
し
た
労
働
党
の
市
長
候
補
は
、
あ
と
三
〇
〇
票
差
に
ま
で
迫
っ
て
い
た
。
イ
リ
ノ
イ
州
以

外
で
も
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ー
ノ
ニ
ア
州
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
二
三
州
に
ま
た
が
る
四
五
都
市
に
戸
二
二
ル
労
働
党
が
誕
生
し
、
中
に
は
カ
ン
サ
ス

シ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
大
都
市
で
既
成
政
党
を
脅
か
す
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
る
も
の
ま
で
現
れ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
シ
カ
ゴ
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

党
は
、
自
ら
が
中
心
に
な
っ
て
全
国
に
散
在
す
る
労
働
党
勢
力
を
一
つ
に
結
集
す
る
方
針
を
固
め
た
。
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そ
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を
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第
二
章
　
運
動
の
全
国
化
と
社
会
改
革
派
連
合
の
構
築

　
q
D
　
イ
リ
ノ
イ
州
労
働
党
の
結
成

　
シ
カ
ゴ
労
働
党
は
元
来
ロ
ー
カ
ル
な
運
動
だ
っ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
の
全
国
化
は
必
然
的
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
が
、
独

立
政
治
行
動
に
踏
み
込
ん
だ
そ
も
そ
も
の
動
機
は
、
連
邦
政
府
の
労
働
政
策
の
改
善
や
国
際
関
係
の
民
主
化
と
い
っ
た
、
一
都
市
の
権
力
掌
握
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の
み
で
は
実
現
不
可
能
な
政
治
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
既
に
、
連
邦
政
府
の
強
力
な
戦
時
労
働
政
策
を
経
験
し
た
労

働
運
動
の
指
導
者
達
に
と
っ
て
、
山
積
す
る
労
働
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
国
家
権
力
が
持
つ
意
味
の
大
き
さ
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
労
働
党
運
動
が
、
大
量
生
産
産
業
の
全
国
規
模
の
組
織
活
動
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
時
最
大
の
闘
争
の

場
た
る
鉄
鋼
産
業
に
お
い
て
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
や
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
シ
カ
ゴ
以
外
の
地
域
に
も
産
業
中
心
地
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
る

ま
で
も
な
く
、
活
動
の
全
国
化
は
必
至
だ
っ
た
。

　
シ
カ
ゴ
労
働
党
指
導
者
は
、
市
政
選
挙
の
五
日
後
の
一
九
一
九
年
四
月
一
〇
日
、
早
く
も
イ
リ
ノ
イ
州
労
働
党
の
結
成
大
会
を
開
催
し
、
こ

こ
で
、
来
る
べ
き
運
動
の
全
国
化
を
視
野
に
入
れ
た
四
七
項
目
に
及
ぶ
政
策
リ
ス
ト
を
採
択
し
た
。
そ
れ
は
、
『
労
働
老
の
一
四
力
条
』
や
シ

カ
ゴ
市
政
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
公
に
さ
れ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
シ
カ
ゴ
労
働
党
の
政
策
路
線
を
基
本
的
に
継
承
し
な
が
ら
、
よ
り
具

体
的
要
求
と
し
て
洗
練
し
た
も
の
だ
っ
た
。
国
内
政
治
問
題
で
は
、
議
会
の
労
働
者
保
護
立
法
に
違
憲
宣
告
を
繰
返
す
最
高
裁
判
所
と
の
対
決

姿
勢
が
鮮
明
に
な
り
、
そ
の
違
憲
立
法
審
査
権
を
一
部
制
限
す
る
要
求
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
一
九
年
の
激
し
い
労
資
紛
争
の

申
で
、
個
々
の
労
働
者
が
直
面
し
て
い
た
深
刻
な
市
民
的
自
由
の
抑
圧
に
抗
議
し
て
、
戦
時
下
に
制
定
さ
れ
た
防
軍
法
（
団
ω
覧
。
冨
α
q
¢
諺
魯
。
囲

H
曽
。
。
）
の
即
時
廃
止
、
言
論
、
出
版
、
集
会
の
自
由
の
早
期
回
復
、
政
治
囚
の
釈
放
等
の
要
求
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
外
交
政
策
に
関
し
て

は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
承
認
、
ソ
連
の
承
認
と
対
ソ
干
渉
軍
撤
兵
、
イ
ン
ド
自
治
支
援
、
な
ど
の
反
帝
国
主
義
要
求
が
、
初
め
て
明
文
化

さ
れ
、
国
際
連
盟
構
想
に
つ
い
て
も
民
族
自
決
と
公
正
な
国
際
関
係
の
促
進
、
と
い
っ
た
本
来
の
目
的
が
貫
徹
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ぼ
こ
れ
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

持
す
る
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
全
国
化
へ
の
第
…
歩
と
し
て
の
州
組
織
結
成
を
機
に
改
め
て
表
明
さ
れ
た
政
策
リ
ス
ト
の
中
で
最
も
注
課
す
べ
き
点
は
、
労
働
運

動
以
外
の
社
会
運
動
と
の
政
治
提
携
が
、
初
め
て
正
式
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
文
書
は
、
「
店
員
、
主
婦
、
新
聞
屋
、
農
民
、
教
師
、

小
店
主
…
…
搾
取
者
で
も
不
当
利
得
者
で
も
な
い
団
体
や
事
業
の
指
導
者
は
そ
れ
（
労
働
党
運
動
）
に
属
す
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
具
体
的

に
「
イ
リ
ノ
イ
労
働
党
は
、
ノ
ン
パ
ー
テ
ィ
ザ
ン
リ
ー
グ
（
名
。
p
嚇
憲
ω
撃
U
Φ
p
σ
q
器
）
・
・
：
：
に
友
愛
の
敬
意
を
示
し
、
…
…
全
国
規
模
の
運
動
に
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お
い
て
、
相
互
協
力
…
…
を
歓
迎
す
る
」
と
、
当
時
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
を
中
心
に
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
急
進
的
な
農
民
の
政
治
運
動
と

の
提
携
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
労
働
党
は
、
全
国
政
治
の
舞
台
で
多
数
派
を
形
成
す
る
た
め
に
、
類
似
す
る
政
治
目
標
を
共
有
す
る
他
の
社
会

改
革
勢
力
と
提
携
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
り
、
実
際
、
一
九
一
九
年
一
一
月
の
全
国
組
織
結
成
ま
で
に
、
①
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
・
知
識
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

②
全
国
労
働
組
合
革
新
派
、
③
急
進
的
農
民
運
動
、
と
の
間
に
一
定
の
協
力
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。

　
以
下
、
こ
れ
ら
の
諸
勢
力
が
い
か
な
る
立
場
か
ら
労
働
党
を
支
持
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
労
働
党
を
中
心
に
全
国
政
治
の
中
で
形
成
さ

れ
た
改
革
派
の
政
治
連
合
の
意
味
を
考
察
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
一
九
二
〇
年
末
ま
で
に
一
応
の
決
着
を
見
る
戦
後
再
建
を
巡
る
政
治
動
向
を
簡

潔
に
整
理
し
た
い
。
そ
れ
は
、
労
働
党
運
動
を
単
な
る
ロ
ー
カ
ル
な
労
働
者
の
突
発
的
反
乱
だ
と
す
る
視
点
を
改
め
、
合
衆
国
の
歴
史
に
よ
り

広
範
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
問
お
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
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②
　
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
・
知
識
人
の
労
働
党
支
持

　
第
一
次
大
戦
へ
の
参
戦
は
、
合
衆
国
の
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
知
識
人
や
社
会
活
動
家
に
も
極
め
て
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
た
。
戦
時
下
に
彼

ら
が
目
の
当
た
り
に
し
た
国
家
に
よ
る
国
民
動
員
と
経
済
統
制
、
そ
し
て
何
よ
り
も
組
織
労
働
者
勢
力
の
未
曾
有
の
拡
大
は
、
彼
ら
を
し
て
、

こ
れ
ま
で
そ
の
多
く
が
携
わ
っ
て
き
た
革
新
主
義
の
中
産
階
級
的
社
会
改
革
ア
ジ
ェ
ソ
ダ
を
根
本
的
に
修
正
す
る
必
要
を
痛
感
さ
せ
た
。
さ
ら

に
、
一
九
一
七
年
一
一
月
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
革
命
勃
発
の
報
は
、
か
つ
て
の
革
新
主
義
着
た
ち
の
危
機
意
識
を
強
く
刺
激
し
、

社
会
協
調
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
戦
後
な
ん
ら
か
の
抜
本
的
な
社
会
改
革
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、
合
衆

国
の
リ
ベ
ラ
ル
・
知
識
人
層
は
必
ず
し
も
統
一
的
な
「
戦
後
再
建
」
像
を
持
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
戦
後
の
社
会
改
革
に
お
い
て
は
、

組
織
労
働
老
が
決
定
的
な
役
割
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
点
で
幅
広
い
共
通
認
識
が
存
在
し
た
。
合
衆
国
言
論
界
の
リ
ベ
ラ
ル
派
オ
ゼ
ニ

オ
ソ
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
「
ニ
ュ
ー
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
（
属
①
屯
国
・
陽
げ
ぎ
）
」
誌
は
、
一
九
一
八
年
六
月
二
九
日
付
け
の
論
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

当
時
、
広
範
に
共
有
さ
れ
た
感
覚
を
代
弁
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
戦
争
は
そ
の
後
に
新
し
い
世
界
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
…
…
そ
の
新
し
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い
世
界
は
労
働
者
の
高
め
ら
れ
た
威
信
と
政
治
力
と
に
よ
っ
て
、
過
ぎ
直
っ
た
世
界
と
特
に
区
別
さ
れ
、
…
…
将
来
の
民
主
主
義
は
、
か
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

組
織
労
働
者
運
動
の
…
…
指
導
者
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
。

　
ま
た
、
合
衆
国
の
リ
ベ
ラ
ル
・
知
識
人
は
、
同
じ
頃
、
イ
ギ
リ
ス
で
盛
ん
だ
っ
た
同
様
の
議
論
に
「
戦
後
再
建
」
の
具
体
的
モ
デ
ル
を
求
め
る

点
で
も
一
致
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
産
業
内
平
和
と
社
会
効
率
の
増
進
を
第
一
義
的
に
考
え
る
F
・
フ
ラ
ソ
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
（
頴
穿
写
窪
甲

h
鷺
霊
昌
大
統
領
調
停
委
員
会
書
記
、
戦
時
労
働
政
策
委
員
会
委
員
長
と
し
て
戦
時
労
働
政
策
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
）
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
再
建
省
の
ホ
イ

ヅ
ト
リ
ー
委
員
会
が
作
成
し
た
、
富
と
権
力
の
よ
り
幅
広
い
分
有
を
目
指
す
産
業
会
議
（
労
・
公
・
資
の
代
表
で
構
成
）
案
に
関
心
を
示
す
者
か
ら
、

J
・
デ
ュ
ー
イ
（
臼
9
つ
∪
①
芝
㊤
）
や
H
・
モ
ー
ラ
ッ
ト
（
瓢
。
δ
づ
蜜
。
δ
け
）
の
よ
う
に
、
大
量
生
産
労
働
か
ら
「
個
」
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
観

点
か
ら
、
シ
ョ
ッ
プ
・
ス
テ
ユ
ア
ー
ド
の
ギ
ル
ド
社
会
主
義
に
共
感
を
示
す
者
ま
で
、
そ
の
中
身
は
、
実
に
多
様
だ
っ
た
。
だ
が
、
第
一
次
大

戦
末
期
か
ら
戦
争
直
後
の
時
期
に
お
い
て
、
合
衆
国
リ
ベ
ラ
ル
の
問
で
最
も
大
き
な
支
持
を
集
め
た
「
イ
ギ
リ
ス
の
前
例
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
労

働
党
の
運
動
だ
っ
た
。
既
に
、
　
一
九
一
八
年
二
月
の
時
点
で
、
「
ニ
ュ
ー
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
誌
は
、
前
出
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
綱
領
『
労
働
者

と
新
社
会
秩
序
』
の
特
集
号
を
組
み
、
同
綱
領
の
全
文
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
リ
ベ

ラ
ル
な
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
不
可
避
の
…
…
任
務
は
幅
広
く
政
治
力
を
行
使
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
労
働
者
の
組
織
を
援
助
す
る
こ
と
で

あ
る
。
政
治
的
目
的
を
持
つ
…
…
労
働
組
合
の
存
在
が
…
…
戦
後
経
済
へ
の
秩
序
だ
っ
た
推
移
へ
の
条
件
と
な
る
だ
ろ
う
」
、
「
階
級
戦
争
を
最

も
効
果
的
に
防
ぐ
」
た
め
に
も
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
政
策
に
匹
敵
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
」
政
策
を
掲
げ
る
「
労
働
者
の
政
党
を
結
成
す
る
こ

と
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
。
組
織
労
働
者
勢
力
の
成
長
を
認
識
す
る
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
は
、
彼
等
と
の
政
治
提
携
を
軸
に
推
進
さ
れ
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
戦
後
の
社
会
改
革
運
動
の
中
で
、
い
わ
ば
、
合
衆
国
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
、
機
運
の
高
ま
り
は
、
戦
前
か
ら
急
進
的
な
労
働
運
動
と
密
接
な
相
互
関
係
を
築
い
て
き
た
独
立
革
新
主
義
者
（
H
民
超
①
a
①
算

津
。
鵯
Φ
ω
ω
芝
。
ω
）
と
呼
ば
れ
る
社
会
活
動
家
グ
ル
ー
プ
を
改
革
運
動
の
前
面
に
押
上
げ
た
。
独
立
革
新
主
義
者
は
、
必
ず
し
も
二
大
政
党
の
い
ず

れ
か
に
属
す
る
こ
と
に
固
執
せ
ず
、
む
し
ろ
第
三
政
党
志
向
が
強
か
っ
た
点
で
、
確
固
た
る
政
治
媒
体
を
持
つ
他
の
革
新
主
義
者
と
区
別
さ
れ
、
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
中
心
に
専
ら
都
市
の
社
会
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
例
え
ば
、
A
・
ピ
ン
シ
ョ
ー
（
＞
B
O
ω
　
℃
一
昌
O
げ
O
け
）
や
」
・

H
．
ホ
ー
ム
ズ
（
噛
O
財
嚢
　
譲
騨
団
旨
①
c
o
　
甲
H
O
一
湧
P
O
ω
）
は
同
布
の
失
業
問
題
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
失
業
の
原
因
調
査
、
失
業
者
の
救
済
に
尽
力
し
、

F
・
ハ
ウ
（
悶
同
．
O
α
O
H
一
〇
　
〇
・
　
出
O
堵
Φ
）
は
エ
リ
ス
島
の
移
民
局
の
コ
ミ
ヅ
シ
ョ
ナ
ー
と
し
て
新
た
に
入
国
し
て
き
た
移
民
に
対
す
る
待
遇
改
善
に

努
め
て
い
た
。
彼
等
と
労
働
運
動
の
急
進
分
子
と
の
間
に
明
確
な
協
力
関
係
が
で
き
る
の
は
、
　
一
九
一
五
年
＝
月
の
「
産
業
関
係
協
議
会

（（

t
O
日
d
P
一
け
仲
①
①
　
O
昌
　
H
昌
仙
億
Q
o
挫
巴
一
ρ
一
　
男
O
一
等
睦
一
〇
⇔
Q
o
）
」
結
成
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
組
織
は
、
「
合
衆
国
産
業
関
係
委
員
会
」
（
連
邦
政
府
主
宰
）
の
労
働
者

代
表
報
告
（
一
九
…
五
年
八
月
）
に
記
さ
れ
た
諸
勧
告
の
実
現
を
目
指
す
私
的
な
ロ
ビ
ー
団
体
だ
っ
た
。
前
章
の
第
三
節
で
も
触
れ
た
と
お
り
、

同
報
告
は
後
に
シ
カ
ゴ
労
働
党
『
労
働
潜
の
一
四
力
条
』
の
起
草
者
と
な
る
F
・
ウ
ォ
ル
シ
論
と
B
・
マ
ン
リ
ー
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を
労
働
者
の
天
賦
の
人
権
と
し
て
国
家
が
保
障
す
べ
き
こ
と
、
所
得
の
再
分
配
を
貝
指
す
税
制
改
革
、
政
府
に
よ

る
失
業
対
策
、
労
働
立
法
に
対
す
る
最
高
裁
判
所
の
違
憲
立
法
審
査
権
の
制
限
、
等
の
勧
告
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
所
謂
マ
ソ
リ
ー
報

告
は
、
労
働
運
動
の
幅
広
い
層
と
社
会
主
義
者
を
中
心
に
支
持
を
集
め
た
が
、
ニ
ュ
ー
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
誌
を
は
じ
め
、
リ
ベ
ラ
ル
・
知
識
人
の

主
流
は
、
当
時
、
そ
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
階
級
的
で
あ
る
と
し
て
否
定
的
だ
っ
た
。
だ
が
、
ピ
ン
シ
ョ
ー
、
ハ
ウ
等
の
グ
ル
ー
プ
は
マ
ン
リ

ー
報
告
支
持
を
貫
き
、
労
働
運
動
内
の
支
持
勢
力
と
提
携
し
て
「
産
業
関
係
協
議
会
」
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
そ

の
構
成
で
、
独
立
革
新
主
義
者
の
ピ
ソ
シ
ョ
ー
と
ハ
ウ
、
労
働
問
題
専
門
家
の
ウ
ォ
ル
シ
ュ
、
マ
ソ
リ
ー
、
シ
カ
ゴ
同
盟
の
フ
ィ
ッ
バ
ト
リ
ッ

ク
、
そ
し
て
、
鉄
道
労
組
代
表
、
鉱
山
労
組
代
表
、
等
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
こ
に
、
第
一
次
大
戦
後
の
社
会
改
革
運
動
を
支
え
る
リ
ベ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
と
政
治
的
労
働
運
動
の
連
合
の
原
型
が
形
作
ら
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
知
識
人
達
は
、
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
一
七
年
に
か
け
て
闘
わ
れ
た
反
戦
運
動
を
通
じ
て
、
フ
ィ
ッ
バ
ト
リ
ッ

ク
や
ヒ
ル
マ
ソ
、
J
・
モ
ー
ラ
ー
（
宣
ヨ
①
ω
窯
㊤
嶺
魯
“
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
労
働
同
盟
会
長
、
後
の
合
衆
国
労
働
党
執
行
委
員
）
と
い
っ
た
労
働
党
運

動
と
直
結
す
る
労
働
運
動
指
導
者
と
の
交
流
を
深
め
る
。
彼
等
の
活
動
が
単
な
る
ロ
ビ
ー
活
動
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

一
九
一
七
年
秋
の
ニ
ム
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選
挙
に
即
時
講
和
と
市
民
的
自
由
回
復
の
要
求
を
掲
げ
て
出
馬
し
た
M
・
ヒ
ル
キ
ッ
ト
の
選
挙
活
動
を
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リ
ー
ド
し
た
の
は
ピ
ン
シ
ョ
…
、
ハ
ウ
、
ヒ
ル
”
、
ソ
等
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
…
ン
は
合
同
被
服
労
組
の
資
金
供
与
と
そ
の
ユ

ダ
ヤ
系
移
民
労
働
者
の
集
票
活
動
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
ヒ
ル
キ
ヅ
ト
は
、
当
選
に
こ
そ
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
三

つ
ど
も
え
の
選
挙
戦
で
約
工
二
％
の
得
票
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
前
か
ら
経
済
と
政
治
の
民
主
化
を
求
め
る
活
動
の
中
で
、
政
治

的
労
働
運
動
と
の
提
携
の
実
績
を
築
い
て
き
た
独
立
革
新
主
義
者
は
、
先
に
見
た
第
一
次
大
戦
末
期
以
来
の
、
合
衆
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
左
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

化
と
も
言
い
う
る
状
況
の
中
で
、
に
わ
か
に
影
響
力
を
増
し
て
い
く
。

　
一
九
一
九
年
～
月
、
彼
等
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
匹
敵
す
る
」
社
会
改
革
運
動
の
形
成
を
目
指
し
て
、
「
四
八
委
員
会
（
O
。
ヨ
自
ヰ
8
。
囲

閃
鍵
な
田
σ
・
馨
）
」
な
る
組
織
を
結
成
し
た
。
四
八
委
員
会
は
、
　
一
九
一
九
年
三
月
に
『
革
命
か
再
建
か
？
・
ー
ア
メ
リ
思
人
へ
の
呼
び
か
け

一
』
と
い
う
宣
言
文
を
公
表
し
、
結
成
の
主
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
論
旨
を
要
約
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
戦
後
の
合
衆
国
は
社
会
主
義
革
命
と
政
治
反
動
の
双
方
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
危
機
の
原
因
の
中
で
と
り
わ
け
深
刻
な
の
は
、
「
そ

の
工
場
と
農
地
で
の
労
働
が
、
我
女
の
経
済
力
の
基
盤
で
あ
り
実
態
で
も
あ
る
階
級
が
、
自
ら
の
経
済
要
求
を
表
現
す
る
政
治
媒
体
を
持
た
ず
、

我
女
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
欺
購
的
な
転
換
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
立
法
機
関
に
適
切
な
代
表
を
出
す
こ
と
を
否
定
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
反
動
と
革
命
の
双
方
に
対
抗
す
る
再
建
」
は
、
「
新
た
な
政
治
連
合
を
必
要
と
し
」
、
「
そ
の
勢
い
と
方
向
性
は
、
…
…
労
働
者

の
政
治
組
織
か
ら
引
き
出
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
。
そ
こ
で
、
四
八
委
員
会
は
「
リ
ベ
ラ
ル
な
思
想
と
前
向
き
な
市
民
た
ち
の
指
導
者
を
結

集
し
…
…
社
会
再
建
の
任
務
の
た
め
に
、
組
織
労
働
者
や
農
民
と
の
効
果
的
な
提
携
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
原
則
」
に
つ
い
て
討
議
す
る
一

と
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
多
く
の
革
新
主
義
者
た
ち
が
抱
い
た
無
階
級
社
会
へ
の
雑
纂
と
は
異
質
な
階
級
政
治
の
呼
び
か
け
だ
っ
た
。
だ
が
、
驚

く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
四
八
委
員
会
の
主
張
は
、
一
九
一
九
年
前
半
の
合
衆
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
で
極
め
て
幅
広
い
支
持
を
獲
得
し
た
。
四

八
委
員
会
に
直
接
加
入
し
た
人
々
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
成
時
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
ピ
ソ
シ

ョ
ー
や
ハ
ウ
は
も
と
よ
り
J
・
A
・
H
ホ
プ
キ
ン
ス
（
h
「
・
諺
・
］
国
●
国
o
b
一
嵩
昌
ω
）
、
G
・
L
・
レ
コ
ー
ド
（
0
8
お
①
い
．
図
。
8
a
）
と
い
っ
た
往
年
の

T
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
革
新
党
指
導
者
や
R
・
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
の
ブ
レ
ー
ン
だ
っ
た
G
・
ロ
ー
（
∩
同
門
び
Φ
壇
げ
　
国
・
口
O
Φ
）
、
さ
ら
に
は
、
二
大
リ
ペ
ラ
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ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
も
ニ
ュ
ー
リ
パ
ブ
リ
ヅ
ク
誌
主
幹
の
H
・
ク
ロ
ー
リ
ー
（
国
霞
び
①
詳
O
巳
ぐ
）
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
岩
登
6
コ
）
誌
の
0
・

ヴ
ィ
ラ
ー
ド
（
○
。
・
≦
巴
α
＜
遷
9
巳
）
な
ど
実
に
多
彩
な
リ
ベ
ラ
ル
・
知
識
人
が
名
を
連
ね
た
の
で
あ
る
。
ハ
ゥ
は
、
後
に
、
「
そ
の
時
、
私
の
政

治
的
情
熱
は
、
生
産
者
の
政
党
を
求
め
て
い
た
…
…
農
民
や
労
働
者
は
、
一
つ
の
固
有
の
経
済
階
級
を
形
成
し
て
い
た
の
で
、
彼
等
自
身
の
政

党
を
結
成
し
、
議
会
に
代
表
を
出
す
べ
き
だ
っ
た
。
」
と
回
想
し
、
当
時
の
合
衆
国
知
識
人
に
顕
著
だ
っ
た
政
治
的
大
衆
運
動
へ
の
傾
斜
を
表

　
　
　
　
⑦

現
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
、
合
衆
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
変
質
が
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
変
動
だ
け
で
な
く
、
シ
カ
ゴ
労
働
党
に
代
表
さ
れ
る
国
内
の
ラ
デ
ィ
カ
リ

ズ
ム
の
台
頭
に
刺
激
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
付
け
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
誌
は
、
好
意
的
な
論
調
で

「
シ
カ
ゴ
同
盟
に
率
い
ら
れ
て
独
立
の
労
働
党
運
動
が
全
国
に
出
現
し
た
」
、
「
そ
れ
ら
は
、
…
…
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
経
済
的
要
求
を
掲
げ
、
具
体

的
な
産
業
民
主
主
義
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
組
織
さ
れ
た
全
国
の
農
民
も
同
様
の
問
題
に
目
覚
め
、
ノ
ソ
パ
ー
テ
ィ
ザ
ソ
リ
ー
グ
は
着

実
に
成
長
を
遂
げ
て
い
る
」
、
と
報
じ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
四
八
委
員
会
の
活
動
は
、
当
初
か
ら
、
こ
れ
ら
の
大
衆
運
動
と
の
現
実
的
な
政

治
的
提
携
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
先
に
見
た
、
四
八
委
員
会
の
『
ア
メ
リ
カ
人
へ
の
呼
び
か
け
』
の
末
毘
に
は
、
「
新
し
い
労
働
党
や
組
織

さ
れ
た
農
民
の
指
導
者
が
我
女
を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
我
々
の
協
力
を
期
待
し
て
い
る
」
、
と
の
一
文
が
太
宇
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
の
再
建
運
動
は
、
具
体
的
政
策
の
面
で
も
労
働
党
に
歩
み
寄
る
姿
勢
を
示
し
、
一
九
一
九
年
夏
に
取
り
組
ま
れ
た

四
八
委
員
会
綱
領
の
起
草
作
業
の
中
で
は
、
『
労
働
者
の
一
四
力
条
』
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。
八
月
に
作
成
さ
れ
た
同
暫
定
綱
領
に
は
、
市
民

的
自
由
の
回
復
、
天
然
資
源
の
公
有
化
、
鉄
道
な
ど
輸
送
関
連
施
設
の
国
有
化
、
と
い
っ
た
比
較
的
穏
健
な
要
求
と
な
ら
ん
で
国
家
に
よ
る
社

会
保
険
の
運
営
、
累
進
所
得
・
相
続
税
、
対
外
政
策
の
民
主
化
と
い
っ
た
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
党
の
側

も
四
八
委
員
会
の
代
表
を
同
党
の
集
会
や
大
会
に
招
待
す
る
な
ど
両
老
の
提
携
に
積
極
的
だ
っ
た
。
著
名
な
知
識
人
や
巨
大
な
影
響
力
を
持
つ

メ
デ
ィ
ア
を
味
方
に
付
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
、
信
用
と
知
名
度
は
、
運
動
の
全
国
化
を
目
指
す
労
働
党
が
政
治
的
多
数
派
を
形
成
す
る
の
に

不
可
欠
だ
っ
た
。
労
働
党
と
四
八
委
員
会
は
一
九
二
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
共
通
の
独
立
候
補
を
擁
立
す
る
方
針
を
固
め
、
一
九
一
九
年
一
工
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⑧

月
に
は
具
体
的
な
調
整
作
業
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

合衆国労働党に関する一考察（中野）

　
㈲
　
全
国
労
組
革
新
派
お
よ
び
急
進
的
農
民
運
動
の
支
援
と
合
衆
国
労
働
党
の
成
立

　
労
働
党
勢
力
の
台
頭
は
、
労
働
運
動
の
他
の
部
分
や
、
政
治
的
農
民
運
動
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
ま
ず
、
全
国
労
組
と
労
働
党
の
関

係
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
我
々
は
、
第
一
章
で
、
労
働
党
運
動
が
ロ
：
カ
ル
な
都
市
中
央
労
働
評
議
会
の
活
動
に
起
源
を
持
つ
こ
と
、
そ
し

て
、
運
動
内
に
は
、
常
に
全
国
労
組
へ
の
強
い
不
満
が
充
満
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
労
働
党
運
動
が
全
国
労
組
に
と
っ

て
無
視
し
う
る
存
在
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
最
も
労
働
党
に
否
定
的
で
あ
っ
た
A
F
L
で
さ
え
も
、
彼
等
の
主
張
を
強
く
意
識
し
て
、

『
A
F
L
戦
後
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
と
い
う
政
策
宣
言
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
九
一
九
年
の
年
次
大
会
で
採
択
さ
れ
た
同
宣
言
は
、

『
労
働
者
の
一
四
力
量
』
へ
の
対
案
と
位
置
付
け
ら
れ
、
単
な
る
賃
上
げ
・
時
短
要
求
に
留
ま
ら
ず
、
公
益
事
業
の
公
有
・
公
営
化
や
累
進
課

税
、
協
同
組
合
事
業
の
促
進
に
よ
る
消
費
者
保
護
、
と
い
っ
た
政
治
的
要
求
を
含
ん
で
い
た
。
そ
れ
ら
が
、
『
労
働
者
の
一
四
力
編
』
の
穏
健

な
条
項
を
取
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
表
向
き
「
純
粋
か
つ
単
純
な
労
働
組
合
主
義
」
を
掲
げ
る
A
F
L
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

純
粋
な
経
済
要
求
を
超
え
た
主
張
は
、
そ
れ
自
体
注
目
に
値
す
る
。

　
し
か
し
、
労
働
党
か
ら
は
る
か
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
全
国
労
組
「
革
新
派
（
℃
村
O
σ
q
瞬
O
q
ゆ
ω
開
く
O
）
」
だ
っ
た
。
上
述
の
A
F
L
政
策
が
、

労
働
党
へ
の
対
抗
を
目
的
と
し
た
の
に
対
し
、
「
革
新
派
」
は
労
働
党
の
諸
政
策
を
好
意
的
に
受
入
れ
、
　
シ
ン
パ
と
し
て
運
動
を
側
面
か
ら
支

え
た
。
「
革
新
派
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
国
際
機
械
工
組
合
（
困
鼻
Φ
導
ρ
瓢
。
昌
鎮
諺
器
。
。
曳
け
δ
コ
o
h
冨
9
。
ぽ
巳
簿
ω
“
以
下
、
機
械
工
組
合
と
略
記
）
や
、

合
同
被
服
労
組
、
統
一
鉱
山
労
組
（
q
鉱
審
q
徴
貯
Φ
芝
。
祷
。
邑
な
ど
を
指
し
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
時
期
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴

を
共
有
す
る
も
の
と
し
て
把
握
で
き
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ら
は
、
①
組
合
内
部
に
か
な
り
強
力
な
社
会
主
義
勢
力
が
存
在
し
、
政
治
志
向
が
強
い

こ
と
、
②
厳
密
な
職
能
別
組
合
主
義
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
他
の
職
種
の
組
合
と
の
統
一
戦
線
や
産
業
別
組
合
組
織
の
構
築
に
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
、

な
ど
か
ら
A
F
L
ゴ
ン
パ
！
ス
派
と
鋭
く
対
立
し
、
む
し
ろ
シ
カ
ゴ
同
盟
の
運
動
論
と
近
い
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
組
合
も
、
③
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そ
の
軍
事
上
の
重
要
性
か
ら
戦
時
労
働
政
策
の
恩
恵
を
最
も
潤
沢
に
享
受
し
、
そ
の
結
果
、
④
指
導
者
の
多
く
は
、
戦
時
労
働
政
策
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
中
で
社
会
効
率
論
に
基
づ
く
産
業
関
係
観
、
な
い
し
は
、
社
会
工
学
的
な
国
家
観
を
学
ん
で
い
っ
た
。
だ
が
、
指
導
層
の
目
指
す
方
向

と
は
裏
腹
に
、
⑤
一
般
組
合
員
の
間
で
は
、
職
場
自
治
の
思
想
が
広
ま
り
、
そ
の
強
い
戦
闘
性
ゆ
え
の
山
猫
ス
ト
に
全
国
組
織
は
悩
ま
さ
れ
た
。

機
械
工
組
合
会
長
の
W
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（
〈
『
嵩
＝
ρ
B
　
日
O
げ
昌
o
o
げ
O
鵠
）
や
盛
岡
被
服
労
組
会
長
の
ヒ
ル
マ
ン
に
と
っ
て
、
一
般
組
合
員
の
ロ
ー
カ
ル

な
闘
争
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
全
国
組
合
の
規
律
の
中
に
吸
収
で
き
る
か
は
、
戦
後
の
政
治
反
動
の
中
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
戦
時
既
得
権

益
の
防
衛
闘
争
の
帰
趨
を
決
し
か
ね
な
い
重
要
課
題
だ
っ
た
。
労
働
者
の
独
立
政
治
行
動
は
、
そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
る
全
国
労
組
革
新
派
に

残
さ
れ
た
　
つ
の
魅
力
的
な
打
開
策
で
あ
り
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
全
国
労
組
の
連
合
組
織
、
「
労
働
組
合
会
議
（
善
男
霧
¢
艮
§
0
8
σ
q
3
。
。
ω
）
」

が
、
労
働
党
活
動
を
拡
大
す
る
過
程
で
、
シ
ョ
ッ
プ
・
ス
テ
ユ
ア
ー
ド
の
運
動
を
効
果
的
に
取
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
は
、
合
衆
国
で
も
広
く
知

ら
れ
て
い
た
。
　
一
九
一
九
年
六
月
の
A
F
L
年
次
大
会
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議
を
代
表
し
て
参
加
し
た
M
・
ボ
ン
ド
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

（
寓
錠
σ
q
貧
。
け
b
ヴ
。
民
ゆ
。
江
）
が
、
労
働
党
を
軸
に
し
た
労
働
運
動
再
編
の
有
効
性
を
説
き
、
満
場
の
か
っ
さ
い
を
浴
び
て
い
る
。

　
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
合
同
被
服
労
組
は
、
反
戦
労
働
運
動
の
代
表
的
存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
八
年
三
月
の
段
階
で
、
ヒ
ル
マ

ン
は
、
戦
争
支
持
を
表
明
す
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
一
四
力
条
に
反
帝
国
主
義
の
、
そ
し
て
、
戦
時
労
働
政
策
に
社
会
民
主
主
義
の
精
神
を
見
出
し

た
か
ら
だ
と
い
う
。
と
も
あ
れ
、
彼
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
労
働
基
準
監
督
委
員
会
や
戦
時
労
働
政
策
委
員
会
な
ど
の
戦
時
労
働
機
関
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
や
M
・
ク
ヅ
ク
（
窯
O
泥
目
一
ω
　
］
い
・
　
O
O
O
犀
Φ
）
と
い
っ
た
社
会
効
率
論
者
と
交
流
を
深
め
て
い

っ
た
。
そ
の
結
果
、
ヒ
ル
マ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
合
同
被
服
労
組
幹
部
は
、
一
九
一
九
年
九
月
ま
で
に
、
「
科
学
的
管
理
」
を
受
入
れ
、
労
組

規
律
を
用
い
て
生
産
効
率
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
と
引
換
え
に
労
働
組
合
に
よ
る
職
場
組
織
の
運
営
を
承
認
さ
せ
、
さ
ら
に
、

将
来
的
に
は
、
労
組
の
経
営
参
加
を
目
指
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
政
策
は
、
労
働
者
の
政
治
活
動
と
不
可
分
の
も
の

と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
合
同
被
服
労
組
内
に
は
戦
時
中
か
ら
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
を
理
想
化
す
る
声
が
存
在
し
た
が
、
一
九
一
八
年
末
か
ら
合
衆

国
各
地
に
ロ
ー
カ
ル
労
働
党
が
出
現
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
シ
カ
ゴ
を
中
心
に
熱
心
に
こ
れ
を
支
援
し
た
。
特
に
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
は
、
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合
同
被
服
労
組
設
立
以
来
の
シ
カ
ゴ
同
盟
と
の
協
力
関
係
か
ら
、
一
九
一
九
年
四
月
の
市
長
選
挙
で
は
、
フ
ィ
ヅ
ツ
バ
ト
リ
ヅ
ク
労
働
党
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
集
票
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
機
械
工
組
合
の
場
合
、
独
立
政
治
行
動
は
、
鉄
道
国
有
制
請
願
運
動
の
延
長
線
上
に
現
れ
た
。
機
械
工
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
関
連
の

一
六
組
合
は
、
戦
時
の
政
府
に
よ
る
鉄
道
管
理
が
、
総
じ
て
、
労
働
者
に
有
利
な
条
件
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
共
通
認
識
を
持
ち
、
戦
後
の
民

間
へ
の
経
営
権
返
還
に
抵
抗
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
鉄
道
友
愛
会
顧
問
弁
護
士
の
G
・
プ
ラ
ム
（
∩
Ψ
一
Φ
P
口
　
口
℃
岡
q
ヨ
げ
）
は
、
鉄
道
を
民
間
に

返
還
せ
ず
、
新
設
の
国
営
企
業
体
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
、
そ
し
て
、
同
企
業
体
に
お
い
て
は
、
労
働
者
、
経
営
者
、
政
府
の
代
表
、
各
五
名

よ
り
成
る
委
員
会
が
、
債
券
の
発
行
、
鉄
道
の
買
上
げ
お
よ
び
経
営
に
全
量
任
を
負
う
こ
と
を
求
め
る
案
（
プ
ラ
ム
案
）
を
提
唱
し
た
。
機
械
工

組
合
の
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
は
、
　
一
九
一
九
年
初
頭
ま
で
に
総
て
の
鉄
道
関
連
組
合
か
ら
、
プ
ラ
ム
案
へ
の
合
意
を
取
り
つ
け
、
プ
ラ
ム
案
連
盟

（
コ
気
障
げ
歪
這
い
＄
σ
q
ロ
①
）
な
る
圧
力
団
体
を
結
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
と
連
邦
議
会
の
プ
ラ
ム
案
へ
の
反
応
は
、
冷
淡
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
彼
等
は
、
同
案
の
実
現
を
目
指
し
て
、
同
様
の
重
要
産
業
国
有
化
要
求
を
掲
げ
る
他
の
改
革
派
勢
力
と
の
提
携
を
目
指
す
。

一
九
一
九
年
四
月
、
鉄
道
労
組
は
、
労
働
党
支
持
を
表
明
し
、
同
年
九
月
に
は
、
統
一
鉱
山
労
組
と
の
間
に
、
鉱
山
と
鉄
道
の
国
有
化
を
目
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
共
闘
を
約
束
し
た
。
こ
こ
に
開
始
さ
れ
た
、
機
械
工
組
合
の
政
治
活
動
は
翌
一
九
二
年
忌
の
夏
ま
で
に
さ
ら
に
本
格
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
二
〇
年
二
月
、
鉄
道
の
民
間
へ
の
返
還
が
最
終
的
に
決
定
（
一
九
二
〇
年
輸
送
法
）
し
、
同
年
四
月
に
は
、
戦
後
一
年
以
上
も
続
く
生
活
費

高
騰
に
耐
え
か
ね
た
各
地
の
組
合
支
部
が
山
猫
ス
ト
を
決
行
す
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
七
月
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
を
中
心
に
一
六
の
鉄
道
組
合

会
長
の
連
名
で
、
「
政
治
行
動
の
呼
び
か
け
」
な
る
文
書
が
全
米
に
発
さ
れ
、
独
自
の
集
票
組
織
の
構
築
が
宣
言
さ
れ
た
。
だ
が
、
ジ
ョ
ン
ス

ト
ン
が
極
端
な
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
望
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
山
猫
ス
ト
に
対
す
る
厳
格
な
処
罰
に
明
ら
か
で
、
む
し
ろ
、
ス
ト
の
拠
点

と
な
っ
た
鉄
道
幹
線
労
働
者
連
盟
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
職
能
横
断
的
組
織
を
産
業
効
率
改
善
と
労
組
の
経
営
参
加
の
依
り
所
と
す
る
構
想
を
、

B
＆
O
鉄
道
社
長
の
D
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
（
回
）
即
ロ
一
Φ
一
　
ノ
ン
N
帥
一
圃
P
H
α
）
や
テ
イ
ラ
ー
協
会
の
O
・
S
・
ベ
イ
ヤ
ー
（
○
＃
o
ω
・
c
d
Φ
団
2
）
等
と
共
有
し
た
。

そ
れ
は
、
社
会
民
主
主
義
の
経
済
要
求
を
掲
げ
る
労
働
党
政
治
を
と
お
し
て
、
一
般
組
合
員
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
全
国
労
組
規
律
を
確
保
し
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’

う
る
範
棚
で
制
御
し
、
社
会
と
産
業
の
効
率
増
進
を
実
現
し
う
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
や
ヒ
ル
マ
ソ
等
の
全
国
労

組
革
新
派
指
導
者
に
特
徴
的
な
思
考
は
、
本
質
的
に
運
動
の
冒
三
二
リ
ズ
ム
に
規
定
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
労
働
党
の
思
想
と
は
異
質
だ
っ
た
と
言
え

る
。
し
か
し
、
同
党
が
、
彼
等
に
具
体
的
な
労
働
者
の
独
立
政
治
活
動
の
先
例
を
示
し
た
の
で
あ
り
、
彼
等
も
ま
た
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

合
衆
国
の
労
働
党
運
動
を
支
え
た
。

　
ま
た
、
労
働
党
が
、
中
西
部
農
民
の
政
治
運
動
、
ノ
ン
パ
ー
テ
ィ
ザ
ソ
リ
ー
グ
と
の
間
に
確
立
し
た
友
好
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。
ノ
ン
パ

ー
テ
ィ
ザ
ソ
リ
ー
グ
は
小
麦
農
民
の
反
独
占
運
動
で
、
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
か
け
て
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
政
を
掌
握
し
、
州
営
の
穀

物
エ
レ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
や
州
政
府
に
よ
る
災
害
保
険
制
度
を
設
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
運
動
は
一
九
一
七
年
以
降
、
全
国
化
の
方
針
を

採
り
、
農
業
人
口
の
少
な
い
地
域
で
は
、
政
治
的
多
数
派
形
成
の
た
め
に
労
農
提
携
を
展
開
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
は
、
最
も
大
き
な
成
果
を
収
め
、

後
の
ミ
ネ
ソ
タ
労
農
党
（
霞
目
Φ
ω
。
富
忠
類
旨
霞
い
ρ
げ
g
℃
錠
蔓
）
の
基
礎
を
築
い
て
い
る
。
シ
カ
ゴ
労
働
党
は
結
成
当
初
か
ら
こ
の
農
民
運
動
を

潜
在
的
協
力
者
と
見
て
お
り
、
既
に
、
『
労
働
者
の
一
四
力
条
』
の
中
に
「
穀
物
エ
レ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
の
公
有
・
公
営
化
」
、
「
協
同
組
合
事
業
の

促
進
」
と
い
っ
た
農
民
要
求
が
含
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
最
後
ま
で
、
労
働
党
の
政
策
リ
ス
ト
か
ら
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
ノ
ソ
パ
ー

テ
ィ
ザ
ン
リ
：
グ
の
側
も
一
九
一
九
年
一
月
の
全
国
会
議
で
シ
カ
ゴ
労
働
党
支
持
を
決
定
し
、
同
年
二
月
に
は
、
運
動
を
代
表
し
て
ノ
ー
ス
ダ

コ
タ
州
知
事
L
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（
U
嘱
導
周
冨
ω
醇
）
が
シ
カ
ゴ
を
訪
れ
て
い
る
。
彼
は
、
「
都
市
の
勤
労
者
と
農
村
の
勤
労
者
が
連
合
し
て
は
じ

め
て
、
我
が
国
の
勤
労
者
は
政
治
的
に
、
何
か
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
立
場
か
ら
、
労
働
党
主
催
の
集
会
で
の
講
演
を
引
き
受

け
、
「
魔
女
は
同
じ
小
舟
に
乗
っ
て
い
る
の
だ
」
、
と
語
っ
て
六
千
人
の
聴
衆
か
ら
絶
賛
を
博
し
た
。
そ
の
後
、
イ
リ
ノ
イ
州
労
働
党
結
成
に
際

し
て
ノ
ン
パ
ー
テ
ィ
ザ
ン
リ
ー
グ
支
持
が
党
の
基
本
方
針
と
し
て
確
認
さ
れ
た
の
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
両
者
の
提
携
は
、
主
に
シ
カ

ゴ
よ
り
西
の
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
政
治
の
中
で
、
成
果
を
あ
げ
、
一
九
四
〇
年
代
ま
で
こ
の
地
に
生
き
続
け
る
労
農
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
基
礎
を

　
　
　
　
　
⑭

築
い
て
い
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
、
多
様
な
社
会
改
革
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
労
働
党
に
共
感
を
示
し
、
様
女
な
形
で
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た
事
実
を
紹
介
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し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
シ
カ
ゴ
・
イ
リ
ノ
イ
労
働
党
は
、
そ
れ
ら
諸
勢
力
の
支
援
を
背
景
に
、
一
九
一
九
年
一
一
月
二
二
～
二
五
臼
、
シ
カ
ゴ

で
合
衆
国
労
働
党
結
成
大
会
を
開
催
し
、
全
米
に
散
ら
ば
る
労
働
党
勢
力
の
統
合
を
実
現
し
た
。
大
会
は
、
約
一
〇
〇
〇
名
の
代
議
員
で
構
成

さ
れ
、
彼
等
は
、
五
〇
の
都
市
労
働
評
議
会
、
二
〇
の
戸
ー
カ
ル
労
働
党
、
イ
リ
ノ
イ
、
ウ
ィ
ス
コ
ソ
ン
シ
ン
等
の
州
労
働
同
盟
、
そ
し
て
、

機
械
工
組
合
、
鉄
道
友
愛
会
、
統
一
鉱
山
労
組
な
ど
五
五
の
全
国
労
組
を
代
表
し
た
。
さ
ら
に
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
で
ノ
ソ
パ
ー
テ
ィ
ザ
ン

リ
ー
グ
、
四
八
委
員
会
、
社
会
党
、
モ
ソ
ト
リ
ナ
ー
ル
（
カ
ナ
ダ
）
労
働
党
の
代
表
な
ど
が
参
加
し
た
。
大
会
初
日
は
、
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
の

開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
大
会
議
長
に
、
A
F
L
内
粒
会
主
義
勢
力
の
中
心
的
人
物
、
M
・
ヘ
イ
ズ
を
選
出
。
二
日
目
の
午
前
に
は
ノ
ソ
パ
ー
テ

ィ
ザ
ソ
リ
ー
グ
の
代
表
が
、
労
農
提
携
を
求
め
る
演
説
を
行
な
い
、
午
後
に
は
G
・
プ
ラ
ム
が
演
壇
に
立
っ
て
、
鉄
道
お
よ
び
、
す
べ
て
の
公

益
事
業
の
公
有
化
を
訴
え
て
い
る
。
三
日
目
以
降
は
、
新
党
の
基
本
方
針
を
め
ぐ
る
討
議
が
中
心
と
な
り
、
最
終
鷺
の
二
五
日
、
基
本
綱
領
、

『
合
衆
国
労
働
党
原
則
』
が
採
択
さ
れ
た
。
以
下
、
主
な
条
項
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。
①
反
帝
国
主
義
－
秘
密
条
約
撤
廃
、
現
行
の
国
際
連

盟
構
想
反
対
、
国
際
的
軍
縮
、
労
働
者
の
国
際
組
織
構
築
、
②
政
治
の
民
主
化
－
言
論
、
出
版
、
集
会
の
自
由
の
回
復
（
戦
時
防
緯
圏
即
時
撤

廃
）
、
女
性
参
政
．
権
承
認
、
裁
判
所
に
よ
る
労
働
イ
ソ
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
禁
止
、
最
高
裁
の
違
憲
立
法
審
査
権
制
限
、
連
邦
上
院
廃
止
、
市
の

自
治
権
確
立
（
公
益
事
業
の
接
収
・
運
営
お
よ
び
市
の
福
祉
事
業
拡
大
を
可
能
に
）
、
③
産
業
の
民
主
化
－
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
の
法
律
に
よ
る
保

障
、
協
同
意
志
活
動
の
拡
大
（
生
産
物
流
通
過
程
の
合
理
化
）
、
鉄
道
お
よ
び
重
要
産
業
、
天
然
資
源
の
国
有
化
と
民
主
的
運
営
（
プ
ラ
ム
案
支
持
）
、

有
休
地
の
国
有
化
、
八
時
間
労
働
制
、
④
所
得
再
分
配
と
社
会
政
策
－
累
進
所
得
・
相
続
税
、
政
府
に
よ
る
社
会
保
険
（
生
命
、
老
齢
、
傷
病
、

労
災
、
母
親
を
対
象
と
す
る
）
、
政
府
に
よ
る
失
業
対
策
（
不
況
時
の
公
共
事
業
）
、
生
活
費
に
基
ず
く
最
低
賃
金
の
保
障
、
農
産
物
価
格
の
維
持
。

上
記
の
『
合
衆
国
労
働
党
原
則
』
の
内
容
は
、
一
九
一
九
年
四
月
に
採
択
さ
れ
た
イ
リ
ノ
イ
州
労
働
党
政
策
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
基
本
的
に
『
労

働
者
の
一
四
力
条
』
の
方
針
を
継
承
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
パ
リ
平
和
会
議
の
議
論
の
中
か
ら
見
え
て
き
た
国
際
連
盟
の
実
像
が
、
本
来
の
『
ウ

ィ
ル
ソ
ン
一
四
力
条
』
の
精
神
と
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
国
際
連
盟
構
想
を
非
難
す
る
立
場
に
転
じ
た
。
ま
た
、
大
会
に
参

加
し
た
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
や
農
民
運
動
な
ど
多
様
な
社
会
勢
力
の
合
意
を
得
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
、
「
産
業
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
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要
求
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
同
『
原
則
』
は
、
大
会
の
す
べ
て
の
参
加
者
か
ら
満
場
一
致
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
労
働
党
を
軸
と
す

る
諸
社
会
改
革
運
動
の
政
治
連
合
は
、
こ
こ
に
一
つ
の
頂
点
を
現
出
し
、
大
会
後
、
一
九
二
〇
年
の
総
選
挙
を
に
ら
ん
で
広
範
な
改
革
派
の
統

一
戦
線
構
築
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
合
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
運
動
の
大
衆
的
基
盤
も
、
決
し
て
小
さ
く
な
く
、
研
究
者
、
S
・
シ
ャ
ピ
ロ

は
当
時
、
A
F
L
が
公
式
政
策
と
し
て
無
党
派
戦
術
を
採
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
A
F
L
加
盟
労
組
組
合
員
の
約
三
分
の
一
～
半
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
、
労
働
党
を
支
持
し
て
い
た
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
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㈲
　
戦
後
再
建
闘
争
の
決
藩
－
社
会
改
革
運
動
の
分
裂
と
敗
北

　
だ
が
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
の
選
挙
が
近
づ
く
ま
で
に
、
労
働
党
運
動
を
取
巻
く
社
会
状
況
は
、
急
速
に
悪
化
し
て
い
た
。
参
戦
下
に
、
労

働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を
実
質
的
に
保
障
し
た
戦
時
労
働
委
員
会
は
、
既
に
一
八
年
一
二
月
の
段
階
で
紛
争
当
事
者
双
方
か
ら
調
停
の

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
介
入
を
行
な
う
と
規
約
を
改
定
し
、
そ
の
活
動
を
大
幅
に
縮
小
し
た
。
同
委
員
会
に
集
果
し
た
F
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ

は
共
同
議
長
を
辞
し
て
シ
カ
ゴ
の
労
働
運
動
に
本
格
的
に
身
を
投
じ
て
い
く
。
後
任
の
共
同
議
長
と
な
っ
た
B
・
マ
ン
リ
ー
は
、
戦
時
労
働
委

員
会
を
平
時
の
恒
常
的
機
関
と
し
て
再
編
す
る
プ
ラ
ン
を
提
唱
す
る
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
戦
時
統
制
経
済
解
体
の
意
志
は
固
く
、
結
局
、

同
委
員
会
は
一
九
年
八
月
に
公
式
に
解
散
。
こ
れ
に
代
る
新
た
な
機
関
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
労
働
運
動
は
公
権
力
の
後
ろ
盾
を

失
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
シ
カ
ゴ
同
盟
と
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
が
労
働
党
の
政
治
活
動
と
並
行
し
て
情
熱
を
傾
け
た
鉄
鋼
産
業
の
組

合
活
動
も
深
刻
な
状
況
に
陥
っ
て
い
く
。
戦
後
、
「
製
鉄
・
鉄
鋼
労
働
老
組
織
の
た
め
の
全
国
委
員
会
」
は
、
生
活
費
高
騰
に
追
い
付
か
な
い

賃
上
げ
、
一
日
一
二
時
間
の
苛
酷
な
労
働
、
経
営
者
に
よ
る
組
合
員
差
別
の
横
行
と
い
っ
た
切
実
な
苦
情
を
訴
え
続
け
た
が
、
経
営
老
は
団
体

交
渉
拒
否
、
組
合
不
承
認
を
貫
い
た
。
「
全
国
委
員
会
」
は
、
戦
時
の
よ
う
に
連
邦
権
力
の
介
入
・
調
停
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

交
渉
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
訴
え
る
ほ
か
な
っ
た
。
一
九
一
九
年
九
月
、
約
二
五
万
人
の
鉄
鋼
労
働
者
が
職
場
を
離
れ
た
。

　
一
〇
月
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
労
働
者
、
経
営
者
、
公
益
各
代
表
を
召
集
し
、
紛
争
の
解
決
と
戦
後
産
業
秩
序
の
再
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編
．
に
つ
い
て
協
議
す
る
（
第
一
回
産
業
会
議
円
冨
零
Φ
ω
置
Φ
鼻
、
ω
渥
蜂
ぎ
砦
ω
二
一
巴
O
。
駄
Φ
お
琴
Φ
）
も
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

A
F
L
の
ゴ
ン
パ
ー
ス
や
機
械
工
組
合
の
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
等
か
ら
成
る
労
働
者
代
表
が
、
独
自
の
決
議
案
を
作
成
し
、
「
賃
金
労
働
老
が
労
働

組
合
に
団
結
し
」
、
「
自
ら
選
出
し
た
代
表
者
に
よ
っ
て
」
、
「
雇
用
者
と
団
体
交
渉
を
行
な
う
権
利
」
の
承
認
を
求
め
た
の
に
対
し
、
「
契
約
の

自
由
」
と
「
財
産
権
」
の
不
可
侵
性
を
強
調
す
る
産
業
界
の
代
表
は
、
終
始
オ
ー
プ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
主
義
を
賞
揚
し
、
労
働
争
議
に
直
接
被
雇

用
者
以
外
の
外
部
組
合
員
が
関
与
す
る
こ
と
に
鋭
く
反
発
し
た
。
そ
れ
は
、
事
実
上
、
労
働
組
舎
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
立
場
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
労
働
者
代
表
の
決
議
案
に
は
、
「
各
産
業
ご
と
に
組
織
労
働
者
と
雇
用
者
協
会
間
の
協
定
に
よ
っ
て
、
労
使
同
数
の
代
表
よ
り
成

る
全
国
会
議
委
員
会
（
口
P
酔
陣
O
昌
㊤
一
　
〇
〇
昌
h
Φ
H
O
員
O
①
　
げ
O
ρ
目
島
）
を
設
置
す
る
」
要
求
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
の
対
、

象
に
す
ら
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
労
働
代
表
提
出
決
議
案
は
、
明
ら
か
に
イ
ギ
リ
ス
再
建
省
の
ホ
イ
ッ
ト
リ
i
委
員
会
の
「
合
同
産
業
協
議

会
（
一
。
陣
昇
ぎ
曾
ω
韓
巴
8
§
。
ε
」
案
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
の
産
業
会
議
は
、
最
も
穏
健
な
部
類
に
属
す
る
リ

ベ
ラ
ル
の
産
業
改
革
思
想
す
ら
拒
絶
し
た
。
同
会
議
は
、
た
だ
一
つ
の
決
議
も
採
択
す
る
こ
と
な
く
二
週
間
後
に
散
会
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

頃
、
「
赤
の
脅
威
（
囲
四
Φ
α
　
　
ω
O
ρ
H
O
）
」
と
呼
ば
れ
る
排
外
主
義
・
反
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
大
衆
ヒ
ス
テ
リ
ー
が
全
米
に
広
が
っ
て
い
く
。
鉄
鋼
ス
ト

は
社
会
的
に
孤
立
し
、
翌
二
〇
年
一
月
ま
で
に
事
実
上
、
闘
争
を
諦
め
、
鉄
鋼
労
働
者
の
「
全
国
委
員
会
」
も
七
月
、
解
散
に
追
込
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
た
。
二
〇
年
前
半
に
は
労
働
党
運
動
の
中
枢
部
分
に
敗
北
感
が
藁
延
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
年
末
ま
で
に
顕
在
化
し
た
合
衆
国
社
会
の
保
守
化
へ
の
流
れ
は
、
労
働
党
の
全
国
大
会
に
結
集
し
た
ぽ
か
り
の
諸
社
会
改
革
勢
力
の
中

に
早
く
も
分
裂
を
生
じ
さ
せ
る
。
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
の
四
八
委
員
会
は
、
一
九
年
一
二
月
に
初
の
全
国
大
会
を
開
催
し
た
が
、
こ
こ
で
採
択
さ

れ
た
綱
領
は
、
①
市
民
的
自
由
の
回
復
、
②
公
益
事
業
、
天
然
資
源
の
公
有
化
、
③
輸
送
機
関
の
国
有
化
、
に
集
約
さ
れ
、
起
草
過
程
で
議
論

さ
れ
た
社
会
福
祉
や
国
際
関
係
民
主
化
の
政
策
に
関
し
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
一
年
前
に
は
イ
ギ
リ
ス

労
働
党
に
傾
倒
し
て
い
た
知
識
人
の
一
部
は
既
に
思
想
的
後
退
を
始
め
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
初
、
予
定
さ
れ
て
い
た

二
〇
年
選
挙
に
お
け
る
労
働
党
と
の
政
治
連
合
は
二
〇
年
七
月
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
結
局
、
共
通
の
独
立
大
統
領
候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
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R
・
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
の
擁
立
は
実
現
せ
ず
、
労
働
党
は
単
独
で
、
無
名
の
弁
護
士
P
・
ク
リ
ス
テ
ソ
セ
ン
（
勺
霞
冨
畷
9
ユ
ω
3
霧
§
）
を
出
馬
さ

せ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
の
支
持
は
F
・
ハ
ウ
や
H
・
ク
ロ
ー
リ
：
な
ど
の
極
少
数
に
限
ら
れ
た
。
ま
た
全
国
労
組
革
新
派
や
都
市
中
央
労
働
評
議
会

の
多
く
も
、
A
F
L
に
よ
る
無
党
派
主
義
の
強
要
と
政
治
反
動
に
と
も
な
う
孤
立
化
に
直
面
し
、
夏
ま
で
に
、
軒
並
み
労
働
党
支
持
を
断
念
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
。
先
に
述
べ
た
独
立
政
治
活
動
は
、
専
ら
、
親
労
組
派
議
員
の
た
め
の
集
票
活
動
に
限
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
労
働
党
運
動
の
本
体
で
あ
る
シ
カ
ゴ
同
盟
も
運
動
内
の
民
族
・
人
種
間
対
立
の
激
化
か
ら
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
と
の

発
端
は
、
一
九
一
九
年
七
月
に
シ
カ
ゴ
・
ビ
ー
チ
で
起
こ
っ
た
人
種
暴
動
だ
っ
た
。
人
種
暴
動
の
影
響
は
、
そ
の
後
、
次
第
に
食
肉
産
業
内
に

広
が
り
、
多
人
種
・
多
民
族
か
ら
な
る
労
働
者
の
団
結
を
基
盤
と
す
る
ス
ト
ヅ
ク
ヤ
ー
ズ
労
働
評
議
会
は
、
分
裂
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
っ
た
。

同
様
の
人
種
間
・
民
族
間
対
立
は
、
こ
れ
を
経
営
者
が
組
合
潰
し
に
利
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
鋼
産
業
内
で
も
深
刻
化
し
、
ス
ト
の
敗
北

を
早
め
た
。
そ
し
て
、
今
度
は
逆
に
、
労
働
運
動
の
敗
北
が
、
シ
カ
ゴ
の
人
種
・
民
族
間
対
立
に
拍
車
を
か
け
て
い
っ
た
。
シ
カ
ゴ
労
働
運
動

の
分
裂
へ
の
流
れ
は
、
二
〇
年
四
月
に
ソ
連
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
問
で
戦
争
が
始
ま
る
と
、
も
は
や
、
せ
き
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
指
導
者
で
、
シ
カ
ゴ
労
働
党
幹
部
の
キ
ク
ル
ス
キ
は
、
ソ
連
支
持
の
方
針
を
変
え
な
い
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
等
と
鋭
く

対
立
し
、
労
働
党
は
一
九
一
九
年
シ
カ
ゴ
市
長
選
挙
で
そ
の
最
大
の
支
持
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
移
民
集
団
を
失
っ
て
し

　
　
⑲

ま
っ
た
。

　
一
九
二
〇
年
一
一
月
の
総
選
挙
は
、
改
革
派
勢
力
を
失
望
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
大
統
領
選
挙
で
は
、
彼
等
が
こ
れ
ま
で
攻
撃
の
対
象
と

し
て
き
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
民
主
党
よ
り
も
、
は
る
か
に
保
守
的
な
共
和
党
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
「
常
態
へ
の
復
帰
」
の
ス
ロ
1
ガ
ン
を
掲
げ
て
当
選
。

労
働
党
候
補
の
得
票
数
は
僅
か
二
五
万
票
（
得
票
率
、
約
一
％
）
に
終
わ
っ
た
。
こ
こ
に
、
戦
後
再
建
を
め
ぐ
る
闘
争
は
、
保
守
勢
力
の
勝
利
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
形
で
一
応
の
決
着
を
見
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
た
だ
し
、
総
選
挙
の
結
果
は
、
改
革
派
勢
力
に
と
っ
て
必
ず
し
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た

い
。
す
な
わ
ち
、
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盟
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央
労
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評
議
会
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結

論

最
後
に
、
以
上
の
検
討
よ
り
得
ら
れ
る
結
論
を
要
約
し
、
稿
を
結
び
た
い
。



合衆国労働党に関する一考察（中野）

　
第
一
次
大
戦
後
に
出
現
し
た
合
衆
国
労
働
党
は
、
シ
カ
ゴ
同
盟
に
代
表
さ
れ
る
都
市
単
位
の
ロ
ー
カ
ル
な
労
働
運
動
に
そ
の
起
源
を
持
っ
た
。

労
働
党
結
成
の
背
景
に
は
、
移
民
不
熱
練
労
働
者
の
組
織
化
と
い
う
大
命
題
が
伏
在
し
、
彼
等
を
政
治
的
に
統
合
す
る
鼠
的
を
含
ん
で
い
た
。

そ
の
た
め
、
労
働
党
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
労
働
運
動
の
多
様
な
構
成
員
が
共
有
し
た
全
国
政
治
へ
の
不
満
を
体
現
し
、
労
働
政
策
民
主
化
、
国
際

関
係
民
主
化
と
い
っ
た
要
求
を
掲
げ
た
。
だ
が
、
史
家
マ
ッ
キ
リ
ン
の
ご
と
く
、
コ
ー
ポ
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
全
国
政
治
と
徹
底
し
た
民
主
主
義
を

要
求
す
る
ロ
ー
カ
ル
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
労
働
党
の
本
質
を
抽
出
し
よ
う
と
い
う
研
究
手
法
は
、
運
動
の
よ
り
大
き
な
歴
史
的
意
義
を
見
落

と
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
労
働
党
は
、
決
し
て
地
方
政
治
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
合
衆
国
の
労
働
党
運
動
は
発
足
当
初
か
ら
、
政
策
面
で
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
『
労
働
者
の
一
四
力
条
』

と
呼
ば
れ
た
基
本
綱
領
は
社
会
民
主
主
義
的
要
求
の
色
濃
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
労
働
老
政
党
の
出
現
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
展
開
し
て
い

た
労
働
党
運
動
を
軸
に
し
た
戦
後
再
建
の
在
り
方
を
理
想
視
す
る
人
々
を
触
発
し
、
実
際
に
独
立
政
治
行
動
へ
と
駆
り
立
て
て
い
っ
た
。
独
立

革
新
主
義
者
と
呼
ば
れ
た
社
会
活
動
家
を
中
心
に
全
国
的
影
響
力
を
持
つ
知
識
人
の
多
く
が
、
労
働
党
運
動
を
支
持
し
た
。
第
一
次
大
戦
を
既

に
経
験
し
た
彼
等
は
、
無
階
級
社
会
の
夢
を
追
っ
た
従
来
の
革
新
主
義
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
限
界
を
認
識
す
る
点
で
一
致
。
イ
ギ
リ
ス
の
前
例
に

倣
っ
て
、
穏
健
な
社
会
政
策
を
掲
げ
る
政
治
運
動
に
政
治
的
リ
ベ
ラ
ル
と
労
働
運
動
を
結
集
し
、
こ
れ
を
基
盤
に
戦
後
の
社
会
改
革
を
進
め
よ

う
と
構
想
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
改
革
運
動
再
編
の
構
想
は
、
全
国
労
組
の
革
新
派
か
ら
も
受
入
れ
ら
れ
た
。
労
働
党
自
身
が
運
動
の
全
国
化

を
目
指
し
、
他
の
社
会
勢
力
と
の
提
携
を
望
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
一
九
年
秋
ま
で
に
、
広
範
な
社
会
改
革
派
の
政
治
連
合
が
形
成
さ
れ

た
。
そ
の
求
心
力
は
、
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
、
農
民
運
動
の
急
進
分
子
ま
で
が
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
全
国
労
組
の
連
合
組
織
で
あ
る
A
F
L
の
指
導
層
は
、
終
始
一
貫
し
て
、
無
党
派
戦
術
に
固
執
し
、
労
働
党
運
動
を
妨
害
し
続
け

た
。
こ
の
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
運
動
が
、
全
国
労
働
組
含
会
議
を
母
体
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
と
著
し
い
対
照
を
成
す
。
国
内
最

大
の
労
働
組
合
の
支
持
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
改
革
派
勢
力
は
、
一
九
一
九
年
後
半
か
ら
急
速
に
進
行
し
た
合
衆
国
社
会
の
政
治
的
反
動
の
中
で
、

一
九
二
〇
黙
黙
ま
で
に
、
思
想
と
実
践
の
両
面
で
大
き
な
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
シ
カ
ゴ
を
拠
点
と
す
る
労
働
党
本
体
も
運
動
の
支
持
基
盤
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①

た
る
都
市
労
働
者
層
内
部
の
民
族
間
・
人
種
間
対
立
の
激
化
に
苦
し
む
よ
う
に
な
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
労
働
党
の
衰
退
は
激
し
く
、
ほ
と
ん
ど
政
治
勢
力
と
し
て
意
昧
を
持
た
な
く
な
る
。
し
か
し
、
労
働
党
に
触
発
さ

れ
て
政
治
化
し
た
全
国
労
組
革
新
派
や
リ
ベ
ラ
ル
知
識
人
、
中
西
部
の
労
農
革
新
主
義
勢
力
の
中
に
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
運
動
の
遺
産
は
継

承
さ
れ
る
。
W
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
が
推
進
し
た
鉄
道
労
組
の
独
立
政
治
活
動
を
基
盤
に
、
一
九
二
二
年
設
立
さ
れ
た
「
革
新
主
義
政
治
行
動
会

議
（
O
。
法
。
目
窪
8
隔
。
H
犀
。
α
q
3
ω
。
・
貯
①
℃
。
犀
剛
。
巴
≧
臨
呂
）
」
の
執
行
部
に
は
、
四
八
委
員
会
の
ハ
ウ
、
合
同
被
服
労
組
の
ヒ
ル
マ
ン
、
機
械
工
組

合
の
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
、
『
労
働
者
の
一
四
力
士
』
の
起
草
者
マ
ン
リ
三
等
が
名
を
連
ね
、
　
ノ
ン
パ
ー
テ
ィ
ザ
ン
リ
ー
グ
や
ミ
ネ
ソ
タ
労
農
党
の

代
表
、
そ
し
て
労
働
党
の
フ
ィ
ツ
バ
ト
リ
ッ
ク
も
政
策
形
成
過
程
に
加
わ
っ
て
い
る
。
同
会
議
は
、
こ
の
年
の
中
間
選
挙
で
数
多
く
の
リ
ベ
ラ

ル
派
候
補
を
当
選
さ
せ
、
一
九
二
四
年
に
は
、
共
通
の
独
立
候
補
と
し
て
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
の
擁
立
に
成
功
し
、
五
百
万
票
近
い
得
票
を
実
現
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
運
動
は
、
人
脈
や
政
策
の
面
で
、
一
九
三
〇
年
代
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
社
会
改
箪
に
つ
な
が
る
要
素
を
含
ん
だ
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
②

え
ら
れ
、
重
要
で
あ
る
。

　
他
方
、
労
働
党
は
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
擁
立
運
動
参
加
の
意
志
を
持
つ
も
の
の
、
シ
カ
ゴ
の
民
族
・
人
種
間
対
立
に
翻
弄
さ
れ
て
分
裂
を
極
め
、

つ
い
に
一
九
二
三
年
、
共
産
主
義
者
に
よ
る
大
会
乗
っ
取
り
に
あ
っ
て
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
短
命
に
終
わ
っ
た
労
働
党
が
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
時
期
に
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
経
由
の
社
会
民
主
主
義
思
想
の
受
け
皿
と
な
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
多
様
な
改
革
指
向
の
社
会
勢
力
を
、
独
立
政
治
行
動
に
導
く
触
媒
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
そ
れ
は
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
に
直
結
し
て
い
く
よ
う
な
一
九
二
〇
年
代
の
社
会
改
革
運
動
の
前
提
と
な
っ
た
。
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and　also　refers　a　little　to　a　few　preceding　dwellers，　it　is　thought　that

“ochiudo”　came　later　and　took　over　・preceding　dwellers’　land；　（ii）　’al－

though　the　text　describes　as　if　neighboring　occupants　and　their　territ6ries

had　appeared　after　the　Kumagais　had　settled　down　（Figure．4），　it　can

be　said　that　the　text　stands　inside　o’f　the　Ki・tmagai　family　aRcl　shuts　out

the　preceding　and　outside　events　；　（iii）　while　the　tex　t　tells　that　no　sooner

the　family　settled　dcwn　than　they　fixed　a　territory　which　was　followed

by　latEr　settlers　（Fjgure　3），　it　is　bettcr，　in　fact，　to　consider　that　tke

early－modern　boundary　dated　back　to　the　medievai　one，　the　latter　had

been　more　ambiguous　befere　similar　demarcations　were　repeated　as

shown　in　the　Figure　5．

　　IB　conclusion，　the　foll〈lore　of　“ochiudo”　in　the　text　was　reconstituted

to　have　a　heavy　stress　on　the　first　settling－down　by　particular　families

and　on　the　territoriality　to　hide　the　preceding　dwellers　and　their　ter－

ritories．　Such　a　legend　had　a　considerable　effect　to　rationalize　a　society

Ied　by　a　particular　family　through　a　narrative　as　if　the　family　had　been

the　pioneer　in　the　mountainous　area．

The　Development　of　the　U．　S．　Labor　Party　Movement

　　　　　　　A　Social　Reform　Movement　in　Post　WWI　America

’by

NAKANo　Kotaro

　　The　recent　iachievements　in　U．　S．　labOr　history　prove　that　the・’labor

movement　in　the　era　of　World　War　1　and　immediately　after　the　war

developed　・beyond’・the　framewotk’・of　eonventional　trade　unionism　to

becOme　the　industrial　Unions・　br　the　city　wide　grass　roots’　organizations

of　rank　＆　file　workers．　However，　the characteristic　politieal　activities

derived　from　such　new　style　labor　organizations　are　apt　’to’be’　tieglectedL・

　　This／　article　takes　up　the・　movement’of　the　Labor’・Party　of　the　United

States　（1918＝／1923）　and　reekamines’　the’　significance　of　the’politiCal　action

of　labor　movements：’・　The・一Labor　Party　movement　that’　developed　in　p6st

war　America　had’itS’origins　in・　tke　i　’ci・ty－wide　’labor　organization　’called

central　labor　councils．・　Originally，’the／Labor　Patty　movement　had　a’clbs’e

（164）



connection　with　the　activities　of’　those　local　labor　movements’for　organ－

izing’the　ung．　killed　immigrant　workers　and　integrating　them’ 垂盾撃奄狽奄モ≠撃奄凵D

At　the　same　time　the　Labor　Party’s　social　democratic　programs　were

accepted　by　the　wider－ranging　liberal　forces　of　contemporary　intellectuals，

progressive　factors　of　national　trade　unionists　and　radical　farmers’　move－

ments．　So　the　Party　hacl　infiuencial　power　in　not　oniy　local　but　also

national　politics．

　　This　article，　while　paying　attention　to　the　infiuence　ef　the　British

Labor　Party　on　American　society　and　focusing　on　the　activities　of　the

Chicago　Federation　of　Labor，　analyzes　＠　the　．process　of　the　creation　of

the　Labor　Party　from　the　iocal　labor　union　movement，　and　examines　＠

the　characters　of　wider－ranging　social　・reform　movement　led　by　the　Labor

Party　of　the　United　States．

The　End　of　Minponshugi　Theory　and　Restructuring

　　　　of　The　Theory　on　The　Two　Party　System

　　　　　　　Royama　Masamichi’s　Theory　on　National　Democrcy

　　　　　　　　　　　　　and　The　Two　Party　System

by

OzEKI　Motoaki

　　The　theory　on　political　system　in　prewar　Japan　has　been　generally

dismissed　so　far．　But　a　few　scholars　began　to　pay　much　attention　to

the　importaエ1ce　of．political　liberalism　cQnceming　the　political　system．in

modern　Japan．　．　Taking　sides　with　that　trend，　this　article　is　focused　on

R6yama　Masamichs　theory　on　political　systems　（the　two・party　system

as　ip．　England）　in　prewar　Japan．　R6yama，　foliowing　Yoshino　Sakuz6’s

theory．　on　political　liberalism　in　its　outline，　wished　to　innovate　and

reconstruct　that　system．

　　Yoshipos　plan　for　a　two　party　system　was　based　on　the　amicable

relation＄hip　between　the　Shakaiminshyat6　・（the　right　wing　of　socialist

fqrce）．　and　Minseit6　（the．one　of　th．　e　established　parties）．

　　SQ・its　success　depended　on，whether　or　not　Shakaiminshyitto　wouid

maintain　the　firm　．　cQoperation　with　Minseit6　for　good．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（163）




